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九州体育学会会長 梶 山 彦三郎

昨年9月に八I阪大学にて開催されました第 35回大会総会Kおいて「九州体育

学研究」の発刊が議決され，徳永幹雄編集委員長をはじめ編集委員，幹事各位の

ご努力で，その創刊号を発刊する乙とができる ζとKなりました.

九州体育学会は現在会員435名を数え，乙れは日水体育学会に属する支部の中

でも類をみないものです また，第 35回大会においては各部門でのシンポジウ

ムK加えて， 一般発表も 45題に増え，しかも， 会員各位の積極的なご努力によ

り年々着実に増加の傾向にあります その内容も評価できる充実したものばかり

と言っても過言ではありません この機会10九州体育学研究」を発刊する乙と

は意義深い乙とであり ，九州体育学会の発展に極めて寄与するものと思われます

乙乙に会員各位の益々のご研鈴を期待し，重ねて関係各位K感謝の芭;を表する

とともに学会のより一層の発展をお祈りいたします.

昭和 62年 3月



大学における体育実技への専心性と気分との関係

一一一評価の観点から一一一

大 浦 隆 陽 (福岡女子短期大学〕

山 本 勝 H百 (筒岡大学体育学部)

徳 島 了 (福岡大学体育学部)

(昭和61年11月15日受付，昭和62年2月28日受理}

On the students' absorption and mood in general 

physical education: from the viewpoint of evaluation 

Takaharu Ohura 1 

Katsuaki Yamamoto' 

Satoru Tokushima' 

Abstract 

The purpose of this study is to clarify pleasure in general physical education from the 

standpoint of change of mood before and after physicaI exercises and the degree of absorption 

in them. In addition， our basic viewpoint is that physical exercises have an effect on emotion， 

which is contrary to lhe viewpoint that mental attitude and motivation adversely effect perfor-

mance of physical exercises 

The following are the results arrived at through the present study 

L It is observed that physical exercises or SpOTtS have an ef(ect on mood 

2. It is observed that various kinds of physical exercises cause different moods 

3. The higher the involvement， the greater pleasure the mood reveals 

A mental attitude of commitment to physical exercises is a primary factor in change 

of mood 

To what degree we absorb ourselves in physical exercises is a measurement of the pleasure 

derived from physical exercises or sports. We therefore conclude that we must plan some 

devices to increase the degree of commitrnent of learners， since positive evaluation of physical 

education will lead to a lifetime pursuit of sports. (Takaharu Ohura， Katsuaki Yamamoto. Satoru 

Tokushima， "On the students' absorption and mood in general physical education:from the viewpoint 

of evaluation"， Kyusllu j. tllys. Edltc. Storts，トl ト10，March. 1鳴7)

1 Fukuoka W(σmen'S juniσ.，. College， 4-16-1 Gojyo， Dazo'fu-s1zi， Ja向n(818-01) 

2 Detarlment 01 Physical Educafion. Fukuoka Universitj比 8-19-1Nanakuma jolman-ku， Fukuoka-shi， 
Jatan (814-u1) 
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序 論

大学の教義課程における体育実技の評価は，伎

術の習得及び授業への取り組む態度，出席状況等

を総合的にみながら行われている また，それに

各指導者の独自の評価の観点が加味されている

そしてその評価は，生産スポーツへつなげる動機

づけの機能を果たすものでもあり，さらに指導者

自身の指導，あるいは授業の評価にもつながって

し、く

そ乙で， 実際の実技指導においては，位康 ・体

力の向上と技術その他の諸指導のとEかで運動 ・ス

ポーツをとおしての，健康 ・楽しさの追求がなされ

ている その楽しさの基礎は，快ー不快の原理の

中で，いわゆる快の感情K裏づけされるものであ

ろう

感筒ηとは，千差万別，多極多僚の心的状態を総

称する語であるが，その感情慌の中で最も身体の

健康状態と密接な関係にあるのが，気分注"である

気分は乙の君、味で，生理 ・心理的快ー不快の感情

や感覚である

気分の変化は，天候，気温等の自然環境から言

m.色彩に至るまで極々の事象から影響を受ける
なかでも身体活動が，気分[[及ぽす影響は大きい

と考えられる さて，我々は運動 ・スポーツから

の楽しさは，体験的民知っている.しかし，その

楽しさは，運動 ・スポーツを行う主体が，最も体

験するものであろう その楽しさの質や，楽しさ

の程度を他者が判断するのは困難な乙とである

従って，運動 ・スポーツからの楽しさは，気分を

数霊化することはよって，また，さらはその変化

を知る乙とで，気分を客観視する乙とができょう

乙乙では，運動学習[[関与する心理的要因，い

わゆる心の櫛えや動織づけ等が，身体活動のパフ

オー7/ス[[影響するという観点とは逆の立場，

つまり身体活動が，心への影響をもたらすという

観点から研究を進めている

気分の数量化については，McNair5)らによって

開発された POMSテス トが，使用できょう

個々の身体活動が，気分K与える影響について，

その条件を明らかにするためには，まず個々の心

身の状態(構え ・意欲 ・集中度 ・専心度等)など

の要因や，環境条件(指導者 仲間 ・施設 ・用具

等)とともに，身体活動の紐類 ・質 ・強度の条件

と，気分との|剣道!を明確にする必要がある

身体活動と気分の関係Kついては，気分の変化

陀環境条件が重要な要因であるとする Berger1)の

報告や，山本ら，0)の運動強度と気分との関速につ

いての報告などがある また， “Runner'sHigh， 

Spin-out"などのランニンクによる心的状態陀関

する多くの研究がある その先行研究の中で，

Glasse r 3J ゃ Kost ruba l a ~ ) は， “Spin-out "の状態

になる乙との重要な要因として，積極的に専心出}

する乙とをあげている.これらをうけて，Carmack

& Martens2)はランニンクの心的変化を予測する

尺度として“ Commitmentto running (CR) 

スケールの構成を行い，妥当性を検討しているー

さらに山本ら91は，乙の CR尺l.!t[[ついての妥当性

を確かめている

そ乙で本研究は，体育実技Kおける楽しさにつ

いて，授業前後でどのよう[[気分が変化したか，

その気分の変化を綬業への専心度とともに明らか

にしていく 以下，次のような仮説のもと[[検討

を行った.

l 身体活動は，気分K影響をもたらす

2 身体活動の種類によって，気分の変化に迎

いがみられる

3 専心したかどうかという'Li的態度が，気分

の変化K対して大きな要因となる

一方，学習者が達成感 ・進歩向上 ・緊張解消な

との楽しい気分を感受する乙と，つまり運動の楽

しさを多く体得する乙とが，述ffiJJの生活イじにつな

がっていくと考えられるー従って，指導の評価と

して，気分の変化及び専心度の変化がひとつの観

点としてあげられよう

方 法

l 対象

福岡女子短大生 1年生 619名

2 方法
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体育実伎(エアロピクユ，テニス)は前期，

(エアロピクス，サ γ力一，パレーボール)は

前期比おいて，それぞれ12回の授業より，第 l

回目の綬業前後と侵終授業後ICPOMSテストを

行った.専心度調査 (CSS)は，第 l回目の授

業及び綬終授業IC行った

POMS (Profile of mood states)註幻

CSS (Commitment to sports scal.s)出】

3 調査却II~J

昭和60年 5 月 ~7 月. 10月 ~12月

4 結果の処理

専心度及び気分の各因子の変化を，全体及び

各種目~IHc平均得点を算出し検定を行った

また，専心度の高いグループと低いグループ

(平助士0.5σ)区分け，各グループの POMS

テスト得点との比較を行った

尚， Ll43十は福岡大学電~fl:センターの FACOM ・

M200の統計処理パ γケージANALYSTを使用

した.

結果と考察

1 .授業前後の気分の変化

第 l回目の侵業前後の気分の変化は，図 1IC示

した。結果は. 6因子すべてICO. 1 ~活水準で有意

差が認められた 授業後の方が，緊張 ・抑僻 ・敵

意レベルは低下し，活動 ・疲労レベjレは泊加したー

また，情緒は安定の方へ変化がみられた 疲労が

憎加するという乙とは，本来不快への変化といえ

るが，他の 5因子はすべて快方向への変化であり，

総合的にとらえると，迎動による疲労感はあるが，

気分は快へと変化し，俊Jl'Zからの気分』ζ及ぼす効

果がみられた 乙れは，身体活動は気分IC影響を

もたらす，という仮説どおりの結果であった

3 

図

eilH霊祭前
亡コ 授業後

干

f早

点

抑僻(判事) 活動位。..) 情緒民乱(榊寧)

帥町pく001 ..;pく01 ';pく05

図1 授業前後の気分の変化 (n=619)

2.最初の授業開始前と最終授業後の気分の変化

各授業の第 l回目開始直前と段終授業直後(12 

回目)の気分の変化は図 2IC示した.疲労レベル

以外の4因子氏0.1%水準敵意レベルは 5%水準

で有意差があった 段終授業後の方が，緊張 ・抑

僻 ・敵意レベルは低下し，活動性は増加，情緒は

安定の方向へと変化した。疲労レヘソレにおいては

変化がみられなかったが，授業の気分への効果が

あった

因

子

得

匡l'!l皮業開始前

区3段終援業後

占

。
抑僻(脚本) 活動性(ホ岬) 情緒混乱(脚本)

図2 第 i回授業開始出!と段終授業後の気
分の変化 (n=318)

3 種目別にみた授業前後の気分の変化

各極目の気分の変化は，エアロピクス図 3ー 1• 

サァ力一図 3-2.テニス図 3-3.パレーボー

ル図 3-4 Iζ示した エアロピクλの情緒レベル

と，他の3極目の疲労レベノレ以舛t<:0.196水準で，
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テニスの抑能 活動 ・情緒レベjレは 1~百水準で有

意差があった。全体的tcは，どの種目も気分は快

へと変化しているが，エアロピクスは疫業後，疲

労感が地加し，情緒レベjレICは変化がみられない。

逆K他の3額目，いわゆるスポーッ種目Kおいて

は，復業前後の疲労感tcは変化はなく，情緒は安

定の方向への変化が認められた.身体活動の極類

Kよって気分の変化促進いがみられる，という仮

説を立てていたが，エアロピタスとスポーツ種目

の問tc，仮説どおりの結果が得られた エアロビ

タスは生理的信快，スポーツ種目は心理的な快と

いうような差が考えられるが，ここにおいて，ま

た気分の変化という点K限っていえば，スポーツ

因

子

得

匡ヨ 綬業前

巴ヨ侵業後

点

抑僻(.柿)

図3-1 エアロピクス (n= 320) 

極自の方がより効果的であったといえよう しか

し，連動強度 ・運動量との関連や，讃境条件を一

定にして比較検討する乙となどが，課題として残

った

因

子

得

医謂 夜祭前

ElD侵業後

占

図3-2 サッカー (n=171)

!lii!liI授業附

匡ヨ 侵業後

因

子

得

占、

敵窓(***) 疲労( ) 
活動性0・) 情緒混乱(市.)

図3-3 テニス (n=76) 

因

子

得

匡司 授業前

医!5l授業後

占

抑的(..事) 活動性(帥吋 情緒混乱令榊}

図3-4 パレーボー/レ (n=52)

4.専'L'度の変化
綬業の専心度の変化は，図4tc示した テニ

スとエアロピタスの l部は，型I心度調査を 1回し

か行っていないため，乙こでは省く 全体は0.1

96水準，また各邸自においても，エアロピクス ・

サγカーは0.1%水準，パレーボー/レは 5~G水準

で有意差があった

専心度は，第 l回目の侵業時よりも，最終授業

時の方が高まった 種目別では，エアロヒクスの

専心度の{中ぴ率が高<，指導の効果が顕著にみら

れた。

しかし，エアロピクスの段終的伝専心度は，サ

ッカー・ パレーポーノレの第 l回目授業時の専心度

よりも低い つまり，スポーツ極目受講学生の方

が授業により専心しているといえよう

つぎに，第 l回授業時の専心度の高い者 (H) ， 

低い者(L) ，及び平均レベルの者 (M)が，段終
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{専

占

~ヨ 第 l 回授業後

区ill最終授業後

全体(帥本) サ yカー(判事)
(n=338) (n= 173) 
エアロピタス(辛料) パレーポーJレ(吋
(n = 133) (n = 32 ) 

図4 授業の尊心度変化

表1 専心レベルの変化

ll:l:初 最後 n 9百 f員有]段後

L - L 65 19.2 M L 

L M 37 10.9 M M 

L - H II 3.3 M H 

l回目授業時の
1 13 33.4 

l回目授業時の

Lo¥V Group Mid. Group 

最終綬業時の
93 27.5 

般終授業時の

Lo¥V Group Mid. Group 

授業時の専心度ではどう変化したか，それぞれの

人数を百分率で示したのが表 lである

専心度の変化は.H→ H(22.5 ~百)続いて I L-. 

LC19.29百九 M-.M(J5.7 %)の順に多く，耳J.Jli、

度!Cおいては，最初に高い者はll:l:後まで高い，低

い者は低いというような変化のない者が，半数以

上を占めた これは，授業における導入，あるい

は動機づけの重要さを示唆する結果である。専心

度が. H-M(8 9~百). H→ LC2.496). M-L 

(5. 9.96 )のよう児低くなった者より.L → MOO.9 

~6 ) . L-.H(3.3%)， M-'H01.29百)と高くな

った者の方が多い.また，段初比比べ専心度の低

いク/レープは減り，高いク/レープは増えているこ

とから，前述の専心度の結果とあわせて，専心度

は高まったといえる

5 専，~，度と気分の変化との関係、

専心度の高いクループと低いクループとの気分

の比較は，第 1回授業時児ついては，図 6-1最

終授業時は，図 6-21C示した.専心度の高いタ

/レ プは低いクループより，緊張 ・抑僻 ・敵意 ・

疲労レベ/レは低<.活動レベルが高く .t青絡は安

定している つまり ，専心度が高いほと気分は快

である.乙れは，専心度が高いと気分は快への変

化がみられる。あるいは， 気分が快になるほど専

心度は高まると考えられる。

乙のように，専心したかどうかという心的態度

が，気分の変化K対して，大きな要因となるとし

た仮説どおりの結果であった。

n 

20 

53 

38 

111 

120 

因

子

f専

% 

5.9 

15.7 

11 .2 

32.8 

35.5 

最初 段後 n % 

トl L 8 2.4 

H M 30 8.9 

H H 76 22.5 

l回目綬業時の
114 33.7 

High Group 

段終授業時の
125 37.0 

High Group 

医習 C55Low Group 

堅忍 C55High Group 

活動性(.*.)

図5ー1 第l回目の便業Kおける専心度と
気分のWJ係
(C55 low=107. C55 high=103) 
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B 評価について

運動 ・スポーツの楽しさは，その運動後tz::気分

が快となる乙とであろう そして，さらIZ::運動

スポーツの生活化を図るためKは，運動 ・スポー

ツKよって気分が快になる乙とが，記憶の痕跡と

して残り，また嘗在iされていく乙とが必要である

従って，専心度と気分の変化との関係から，体育

笑技指導においては，専心度を高めるような，あ

るいは授業後の気分がさらに快IZ::なるような，指

導や動綴づけが重要となる

そ乙で，指導の評価として，技術，出席状況と

ともに，態度の評価の中でE霊祭への専心度がいか

に高まったか，緊張 ・抑Ir.I.敵意 ・活動性 ・疲労

.情緒としての気分はどのように変化したかとい

う乙とは，重要な野師の観点としてあげられよう

要 約

本稿は，女子短大生を対象として，体育笑技に

おける楽しさについて，授業前後の気分の変化，

及び専心度の変化という視点から検討を行ったも

のである.主な結果を要約すれば，次のとおりで

ある

1)授業後の気分は快へと変化があり，授業の気

分に及ぽす効果がみられた

2)授業全体を過して，気分は快へと変化があり，

気分IZ::おける侵業効果がみられた.

3) エアロピクスは，授業後疲労感は噌加し，情

緒レベルKは変化がなかった 逆tZ::7-ポーツ種

目は，疲労感陀変化がなく，情緒は安定の方へ

変化がみられた

4) 授業にお貯る尊心度は高まった

5) エアロピタZの専心度の{申ぴ!f;lが鮫も高かっ

たが，段終的伝専心度は，スポーッ極自の第 l

回授業時の専心度より低い

6)専心度は，段初比高い者は段後まで高く ，低

い者は低いという維持型が多い

7) 専心度が高いほど気分は快である

以上が主な要約であるが，身体活動が気分に影

響するEとが確認できた また，授業後，気分は

快へと変化するιとなど，体育実技&業からの楽

しさについて，質問紙法によって数量化できた乙

とは意味があるものと思われる 今後の課題とし

て，技術の向上と専心度，気分との関係，環境条

件との関係を明らかKする乙とーまた，速動の種

類Kよって気分の変化IC違いがみられた乙とから，

運動強度 ・運動盆及び，指導者を含む讃境条件と

の関連から比較検討する乙となどがあげられる.

専心度ICついては，専心度が高い方が快適な気分

であり，専心したかどうかという心的態度が，気

分の変化IC対して大きな要因ICなっていると考え

られる つまり，体育実技E霊祭における楽しさは，

いかに専心したかという乙とが，ひとつの基準と

なるであろう 従って，実技の評価は，生霊のス

ポーツ実施IC聖書がる乙とが必要であり ，指導者は

専心度を高めるような指導法の工夫が重要となる

つ

なお，本論文の一部は，第35回九州体育学会で

発表した

注 1

気分とは，多かれ少なかれ持統的な情動的状態

の乙とをいう 気分は，人すべての体験IZ::，ある

一定の色彩を与えるというはたらきをなす たと

えば，人がうれしい気分Kあるときは，あらゆる

ものを肯定的な立場で受容しようとする傾向をみ

せる ふだんは絡別情動的体験をよばないような
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ものが，特に乙の場合には，うれしい体験をひき

おこす対象となる.

気分に原因なし，と時として感じられる乙とも

あるが，実際には気分は，常にある原因によって

ひきお乙されている.気分の原因が意識されない

からといって，あるいはまたその原因が自分に明

瞭でなし、からといって，気分には原因がないのだ

と即断することは誤りである.気分の原因となる

ものは，第lに身体の健康状態，第2t(，たとえ

ば愉快な会話，悲しい知らせといったような，そ

の人にとって何かの意味をもついろいろなできご

と，第3t(は，たとえば，うちのめされた，悲し

い気分にもっぱらとらわれた人の場合で示される

ように，その人の生活経験において支配的な情動

的体験の性格等であるといわれている 8)

注 2

POMSとはマックオ、アー， D. M. (1979)らによ

って開発されたテスト(気分に対する調査)で，

profile of Mood Sateの略である.乙のテストは，

下記6因子から構成されている. 1.緊張(精神的

に緊張している.他18項目 2.抑欝(不幸な気

分だ.他14項目 3.敵意(人のことでイライラ

している.他11項目 4.活動性(活動的だ.他

8項目 5.疲労(疲れている.他6項目 6.

情緒混乱(頭が混乱している.他6項目)，

注 3

専心とは，課題や運動に対する心的態度をいう.

それは，対象や課題に対して感情や自我のレベル

まで関わりを深くすることである.すなわち，積

極的な専心の状態が，快や陶酔，多幸感をもたら

すという考え方である.

グラッサーの観点で・は，いい意味での悦惚とい

うのは，精神的な強さを増し，もしそれが失われ

た場合には，ある種の苦痛，みじめさ，精神的か

または身体的な混乱をもたらす結果になる行為

である.グラッサーのいういい意味での悦惚

“positive addiction"としゅ概念の根幹には，次

のような議論をふまえている.活動によって極め

て楽しくて，そしてしばしば多幸的な精神的効果

をもたらすことがある.乙の結果は，経験を悦惚

といっていいほどの喜びにかえてしまう.

また，カーマックとマ一トンはこのような

“positive addiction"という概念をもとにして，

広い範囲にわたる経験と能力を示すランナーの多

くの被験者について，信頼がおけ記述的なデータ

ーを集め，ランニングへの専心度を測るスケー

ルを検討している.
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私は. (今)
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POMSテスト

線の中IL.ト65までの文章をあてはめてください 今現在白晶なたの心白状態を最も良〈表わLていると
恵石瓦<>番号の下の日を，黒く塗って下さい.番号は各々， 次のような意味を表わします。 全くそん♀乙とは♀い l 全くないとはいえ屯い 2 なんともいえない
3 その傾向が強い 4 全くその通りだ.

L D Code I I I IJJ I I I I I 
o 1 234 o 1 2 3 4 

T l 他人lC対して友好的だ 口口口口口 34 興奮しやすい 口口口口口
2. rn神的lC緊張している 日日日日日 お。 担割1だ 日日日日日
3. 脳っている. 日E口口口 36 みじめだ 日日日日日

D 4 疲れ切っている 口口口口口 37 頭が混乱している

5 不幸せな気分だ 口口口口口 38 防気だ 口口口口口
6 碩が冴えている. 口口口口口 39 苦い体験をした 口口口口口

A 7 いきいきしている 口口口口口 40 力尽きてしまった 口口口口口
8 気持ちが混乱している 日日日日日 41 心配!llがある. 口口口口口
9 ヘマをやったと後悔している. 口口口口口 42 (人民対して}攻態的である 口口口口口
10 心が慣れ動いている 口口口口口 43 心砲やかだ， 口口口口口口 l 
11 物取に気乗りがしない 口口口口口 制 ふさぎιんでいる 口口口口

v 

12 人の乙とでイライラしている. 口口口口口 45 絶望的な気分だ 日日日日日
F 13 人lC親切だ 口口口口口 46 無気力で怠けている 口口口口口
14 悲しい気分だ 口口口口口 47 反抗的だ 日日日日日
15 活動的だ 日日日日日 48 自分ではどうしようもない 口口口口口
C 16 神経質だ. 口口口口口 49 疲労困ばいしている 口口口口口
17 人Kむっつりしている 日日日日日 50 うろたえている 口口口口口
18 気がめい勺ている 日日日日日 51 気が充実している. 日日日日日
19. 精力的である. 口口口口口 52. (般かに)だまされている気がする 口口口口口

20 あわてふためいている 口口口口口 日 怒り狂勺ている 日日日日日
21 失望している 口口口口口 臼 自分を有能だと型う 口口口口口
n ゆったりLた気分だ 口口口口口 55 物取を償じやすい 日口口口口
23 自分をとりえのない人間だと思う 口口口口口 56 活気K溢れている 口口口口口口 | 
24 窓地が悪い 日日日日日 57. (人民)気難しい 日日日日
25 思いやりがある 口口口口口 58 自分を役立たずだと思う. 口口口口口口 | 
26 不安だ 口口口口口 59 忘れっぽい 口口口口
27. il'fち宥きがない 口口口口口 印 心配取がない. 口口口口口
28 物ごとILlI!中できない. 日日日日日 61 大変おびえている 口口口口口;
29. 疲れている 日日日日日 位 罰1思惑がある 口口口口口|
30. (誰かの}役lC立っている 口口口口口 63 元気旺盛だ 口口口口口
31 (他人民)悩まされている 口口口口口 制 万!lHC確信がもて♀い 口口口口口
32 やる気をなくしている 口口口口口 白 へ卜へ卜 lCくたびれている 口口口口口
33 償慨している 口口口口口

mすべての項目K回答をお願いします

因 干 i採 ，?i. 項 目

緊 張 j 2 10 16 20・22 26 27 34 41 
開} 僻 5 9 14 18 21 23 32 35 36 44 45 48 58 61 62 

思 り 3 12 17 24 31 33 39 42 47 52 53 57 

活動性 ; 7 15 19 38 51 56 60 63 

疲 労 i 4 11 29 40 46 49 65 

情緒混乱 B 28 37 50・54 59 64 
注) .項目番号は採点を逆転する
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以下の問いについてあなたの気持ちを五段階11:分けたときの近い m合
'd-

得点11:0を印して下さい にい

日

日

css 

月

月

i主4

年

年

s 
s 

生年月日

測定年月日

cssテスト
学籍番号(

5 

5 

4 
1 

4 
l 

3 

3 

2 

2 
i 

私はエアロ ビクスの授業を楽しみに待っているl 

私はエアロピクスの授業以外K他康を維持するためのより楽
しい方法があればと思っている
2 

5 4 
1 

3 2 
i エアロビクスの授業は単調で骨の折れることである3 

5 4 
1 

3 2 

2 

エアロピクスの侵業は私にとって楽しい乙とではない4 

5 

5 

4 
1 

3 

3 2 

エアロビクスの授業は私の生命にかかわるほど大切である5 

4 
1 

2 

エアロピクスの授業は人生を豊かKする.6 

5 

5 

4 
1 

3 

2 

エアロビクスの授業は楽しい乙とである.7 

5 

4 
l 

3 

3 2 

私はエアロ ピクスの授業について考える乙とがいやだ8 

5 

4 
1 

4 
1 

3 2 

私はエアロビクスの授業lζ必ず出席したい9 

5 

私は無湿してもエアロビクスの授業に出席しなければならない10 

4 
1 

3 2 
いつもエアロビクスの授業医出ると気が霊いII 

5 4 
1 

3 

m他の種目は，エアロビクス→サッカーなどと変えて行った
(項目 2，3，4，8，10，1111:ついては得点を逆児して係点する 般高得点は60点となる)

2 
エアロピクスの夜業は私Kとって大切な時間である12 

Running : The Grand 

H.Sacks， M..D. Michael 

L. Sachs， Ph.D. (Eds)， Psychology of running， 

Human Kinetics Publishers， lnc. Champaign 

4) Kostrubala， T.， 

Michael Delusion in 

IlJinois 

Berger， B.G"“Reducing stress through 

exercise The benefits of sWimrning and jogg・

ing': 6、rVorldCongress in Sports Psychology， 

1985 
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体内総水分量 (TBW)予測式作成の試み(皿)

一一周径値を独立変数として一一

=ロ1:: 111 手口 利 (九州大学健康科学センター〉

宮 秀 (九州大学健康科学センター)

松 本 寄 吉(九州大学健康科学センター)

育 柳 領(福岡大学体育学部)

(悶和61年11月17日受付，昭和62年2月28日受理〉

On a predictive model of total bOdy water (m) 

一一一 fromvarious girth measurements一一一

Kazutoshi Kikkawa 1 

Shuichi Komiya1 

J ukichi Matsumoto 1 

Osamu Aoyagi 2 

Abstract 

11 

Many researchers have attempted to develop prediction equations to form estimates of whofe 

body parameters of body composition such as body density， total body water (TBW) from anthr・

opometric dimensions. 

The authors developed the equation for TBW from body weight， and various skinfold thickness 

and girth or breadth of measurements， at the same time considering for population specific problem. 

However， the greatest variation in these equations was due to body weight. 

In this paper， it was aimed to establish the equation to predict TBW from girth dimension 

at various anatomical points of the 57 male subjects (Mean=36.2， SD=13.7 years .oldL 

By the means of AIC (Akaike's an Information criterion) and forward stepwise variables 

selection， a multiple regression equation such as follows was constructed (R =.9352. SEE =2.018 

( 1)). 

y = -30.45+.355 xGO-. 262 xG2-. 761 xG4+ 1. 667 xG5+. 338XG6+. 413 xG7 

Here. GO=chest girth. G2=abdominal副rth.G4=upper arm girth， G5=fore arm girth. G6=thigh 

副rth.G7=lower leg girth. 

The validity and reliability of this equation was statistically confirmed. 

1 Institute 01 HeaJth Science， Kyushu University 11， Kasuga-Kohen， Kasuga-shi， ]aμn (816). 
2 De仰rtment01 Physical Education， Fukuoka University， Nanakuma， ]ohnan-ku， Fukuoka-shi. 
j包μn(814-01) 
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(Kazutoshi Kikkawa， Shuichi Komiya， Jukichi Matsurnoto and Osamu Aoyagi，“On a predictive 

model of total bOdy water (阻)ぺ Kyushu]， Phys， Educ， Storls， 1-1: 11-22， March， 1987) 

緒 言

(本組成区関する問題は病理学を始めとした医学，

あるいは人類学，体力学，栄養学にわたって幅広

い関心を集めている この乙とはたとえば日本(C

おいても「肥満」に関係が深い結尿病など代謝系

疾患が封書大してきている乙と，腰痛症など筋肉や

骨格系の疾患が若い年齢胞をふくめて増大の傾向

にある乙となどK問題の端緒があると考えられる

他方，その評価Kついては極々の試みが行われ，

体密度法，水分法，カリウム法，クレアチニン排

1世fi!:(Cよる方法，同位元素やパイオプシーによる

方法などがある。その仙にもX線や超音波，皮下

脂肪厚(以下，皮脂l早と略す)計による方法，

CT法など実際はよく利用されているものも多い

山，聞 これらのうちでも間接的K体密度を従定し

ようとして行われる皮脂厚法などは被験者Kも苦

痛を与えず，また比較的簡便(C実施が可能な方法

としてひろく採用されている 皮脂厚1去に限らず

装置 ・器具の問題，時間的制約を考える時(Cは定

量された体組成と高い相|量l関係をもっ指線Kつい

て測定しておき，乙れらから間接的K体組成を推

定 ・予測するという試みがひろく実施されてきて

いる9)，11)，13)，14)，I7}，22)，27)，42)ー

体内水分量 (Tota1Body Water， T B W )に

ついても乙の種の研究はすくなからずみられ，

Schutte ( 1980 )は米国人男子を対象として報告

し身長と体重から十分，予測可能である乙とを指

摘している山，34) 筆者ら (1983，1987)は日本人

女子，男子それぞれKついて体重や皮脂厚値，周

径値などから TBWを予測するための震回帰式を

作成してきたl'川町221 乙れらの研究の根拠には

Pace & Rathbumが動物の体内総水分量に関し
て報告した除脂肪体霊 (Leanbody mass， LBM ) 

と体内水分量(TBW)との問の一次的な関係式

(式 1)の存在がある29)，拙 LBM (kg )=TBW 

( t) /0. 732 . . (式 1) 

関係式(式 1)は可逆的(CLBMの間接的な測

定の可能性を示峻し，TBWの間接的な測定』とよ

りLBMを推定 ・予測する乙とが可能とみはすこ

ともできる20)I 29) ，3D) 

事実，Lewis et al. (1975)はTBWと2，3の

周径値を独立変数として LBM を予測する霊回帰

式を提示している出

われわれが提示してきた TBWの予測式は信頼

度などの検討も行ってきている川.11)が，そこには

次のような問題点もあると考えられる (11時には

data contro1 (データ管理)上，係数値符号なと

を考慮した場合(C，除外すべき変数がある乙と，

(21特に体重の寄与する度合が高く全分散の8096程

度はすで(C乙の変数にふくまれてしまう乙と，(31 

測定値の験者間i誤差が大きい皮脂厚測定値がふく

まれたm回帰式と与る乙となとがそれである
(2)rCついては肥満者なと被験者の特性や性差な

どpopulation.specificな問題を考慮して固有な予

測式が作成されるべきである乙と9)，11)，1仰，叫，zn.，IO)，41)

(31の問題についてはでき得れば他の変数で代替し

たほうカ幼子ましいと考える乙ともできる 乙れら

を総合すると体制成予測式は，(II実質的な筋肉!il

が反映された独立夜、数民よって構成されるべき乙

と， (21再現性の高い指僚を独立変数として採択し，

客観性を保証すべき乙と，(31体重なと全分散に占

める割合が 1t2数(C極端に偏らないことなどが，

必要条件となるであるう.

乙のような問題所在を考慮したうえで，本研究

ではいくつかの周径値から TBW予測の線型霊回

帰モテソレを作成廿る乙とを目的とした

研究 方法

1)被験者

年齢19歳から54歳まで (36.2:t13. 7歳)の他版

な57名の男子を被験者とした 被験者全体の体絡

(平均土 SD)は身長166.89士6.60c"， ，体重65.π
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:t 13. 48kg， Nagamine・Suzuki(1964) 27)に準

じて得た体脂肪率は14.5:t6. 06 %となっている.

2)体内水分量の定量

重水(D20 )を体重 1kgあたり Igの割合で・希

釈・経口投与し，その後1時間毎， 3固にわたっ

て採取された尿サンプル中の D20濃度から体内水

分量を分光光度計(目立社製)によって定量した.

この方法の精度についてはすでに種々の報告にま

とめているとおり，再現性が高く，繰り返し測定に

よる誤差が低く，回収率がすぐれている乙となど

が明らかとなっている21)，22)，23)

3)身体計測

乙の種の身体計測に熟練している験者 l名

が，重水投与に先立って胸囲(コード名:GO， 

以下同様)，頚囲(G 1 ) ，腹囲(G 2 ) ，腎囲

( G 3 ) ，上腕囲(G 4 ) ，前腕囲(G 5 ) ，大

腿囲(G 6 ) ，下腿囲(G 7 )計8部位にわたる

周径値を一般的な方法41)で測定した.

4)データ解析

ステップワイズ方式により TBWを従属変数と

し，周径値 (GO"'G7)を独立変数とした重回

帰分析を実施した.ステップワイズ方式も変数を

すべて含む状態から出発する変数減少法あるいは

投入変数ゼロの状態から出発し，変数の投入・除

去を繰り返す変数増減方式，双方を実行した.

Tめle-1 Descriptive statistics. 

結果と考察

1う基本統計量

対象者についてのTBWならびに独立変数の平

均値，標準備差，分布の歪度(Skewness) ，尖度

( Kurfosis) ，最大値，最小値など基本統計量は

表-1のようになる.

従属変数となる TBWの平均値は34.84/，標準

偏差は5.381となった.また尖度・歪度は正規分

布に比して特区大きいとは考えられなかった.独

立変数についても特に特異な傾向を示すものは見

当たらない

2)相関行列の検討

表-2はTBWおよび7個の独立変数相互間の

相関行列を示したものである.この表から，単相

関は独立変数間相互で高いものであり，したがっ

て仮に，全ての独立変数を含んだ方程式の場合，

多分に多重共線性の存在があることが了解されね

ばならない.乙の多重共線性については(1)わずか

のデータの異動で係数値が大きく変動する乙と，

(2)元来あるべき係数値の符号が逆になる場合が生

じ得ることなどを派生する仏跡19)，28)，鈎.今後，霊

園帰分析を進め，好ましい変数組の重回帰分析モ

デルが作成された後にそれを検討することにし

た.

VARIABLE STANDARD COEFFICIENT SMALLEST LARGEST 
CODE unit MEAN DEVIA TION OF V ARIA TION SKEWNESS KURTOSIS VALUE VALUE 

TBW ( I ) 34.84 5.38 0.154 0.3703 0.3026 22.0 48.0 
GO (cm) 89.3 8.64 0.0968 0.6020 -0.2840 72.5 108.8 
Gl (cm) 35.6 2.51 0.0707 0.3008 -0.3062 29.5 41.4 
G2 (cm) 78.1 10.20 0.130 0.2650 -0.9285 60.5 98.5 
G3 (cm) 88.2 7.22 0.0818 0.6219 -0.2285 74.7 106.5 
G4 (cm) 26.3 3.24 0.123 0.2756 -0.斜48 19.0 34.6 
G5 (cm) 25.4 2.10 0.0829 0.1689 -0.6563 20.8 30.2 
G6 (cm) 49.9 5.69 0.114 0.5139 0.1759 36.2 64.1 
G7 (cm) 36.1 3.57 0.0990 0.1862 0.2355 26.1 45.2 

CODE : T BW ， total body water; G 0 ， chest girth; G 1 ， neck girth 
G 2 ， abdominal girth G 3 ， hip girth G 4 ， upper arm girth; 
G 5 ， fore arm girth G 6 ， thigh girth; G 7 ， lower leg girth 
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Table-2 Correlation coefficients matrix. 

TB 、v GO G1 G2 

TBW 1.0000 

GO 0.8429 1.0000 

G 1 0.8029 0.8850 1.0000 

G2 0.7107 0.9108 0.8734 1.0000 

G3 0.8594 0.9121 0.8598 0.8679 

G4 0.7664 0.8747 0.8240 0.8470 

G5 0.8647 0.8969 0.8929 0.8746 

G6 0.8448 0.8486 0.8008 0.7850 

G7 0.8467 0.8666 0.8218 0.8217 

Note :The codes should be refered to Table.l 

3)重回帰モデルの作成方式

霊園帰方程式の作成1Z::は，(1)変数明加方式， (2) 

変数減少方式，(3) l!l:数t目減方式， (4)減噌方式が考

えられる8).10).12)， 19)，28) 本研究では，まず赤池の

情報量基準 (Akaike's Information Criterion. 

AIC，付記参照 )1)，2)，3).31)・32).町，36川町四を重回

帰式評価の器準として考え次のような手順で霊回

帰モデルを作成する乙とにした

i 変数全てを投入した段階からスタートし

2 仮tζ，そのうちのある一つの変数を除去した

時の AICをすべて求め，

3 そのうちで最小の AIC推定値 (Minimum 

AIC estimate， MAICE ) 1)，2)，3)を示すモデル，

MAICE iL近い AIC11也を示すいくつかのモデル

を選択する.

4 次のステップでも上記 1 ~3 までを行い ， 以

下次々K同禄の乙とを試み，

5 全体として MAICEを達成するモデルを採択

する

無論，乙のプロセスでは，前段階で 「必ずしも

投入が好ましくない」と考えられた変数でも次の

段階では投入される可能性は残している

乙の変数総当たり減少選択方式陀よると表-3

のような変数(群)が除去された場合1Z::比較的小

さな AIC値が得られた.

つまり変数を除去する時1Z::，AICが般小と

なるのは〔ーG1)=319.18である AICが2番

目K小であるのはG3を除いたもの，以下， G 7 

G3 G4 G5 G6 G7 

1.0000 

0.9023 1.0000 

0.9034 0.8830 1.0000 

0.9120 0.9060 0.8466 ). 0000 

0.9081 0.9006 0.8662 0.9351 1.0000 

あるいはG6を除いたものの AICも小さい しか

し，乙れらに比べ，GOを除いたものなどはAIC

=328.5以下となって，GI. G3， G7， G6などを

除いたものよりかはり大きな AIC値を示す.

次の2変数を除いたλテップでは，AICカ刈、さ

なものからH民民〔ーG1，-G3)=319.17， (-Gl， 

-G7J=319.9， (-G1，ーG6) =320. 3， (-G3， 

-G7J=32L6， (-G3， -G6)=323.7などt;;

考えられ，それ以外の変数組を除いたものとは，

多少の差が考えられる.前のステップでは， G 1 

を除いた場合iLAICが段小値を示したが，Cの

ステップでもG1とG3の2変数を除いた場合が，

AIC政小化を果たしたー

さらiL3l!l:数を除いた組を考えると， (-G 1， 

G3，ーG7Jを除去した場合がMAICE=320.4 

と般小l[iを示し，以下〔ーG1， -G 3， -G 6 )を除

いた絡，(-G 1.ーG4，ーG6)を除いた紐なども

低い AIC値を示す.しかし，乙のステ γプで

MAICEを果した 5変数から与るモデルは，前ス

テップの AIC値と比べ，(-G 1，ーG3)を除去

した組，(-G 1，ーG7Jを除去した組，(-G 1， 

-G6)を除去した組からなるモデルよりも高い

AICを示すー

同織の手l阪で 4変数を除去した場合は〔ーG1，

-G3，一G4，ーG6)の除去の組がAIC段小化を

泉たすが，乙れは3変数を除去した場合の第3位組

よりも高い AIC値であり 5変数を除去した場

合は 4変数組の第4位と第5位の中指11Z::位置す



Table-3 The combination of variables showing small AIC at backward variable selection 

2 3 4 5 6 7 8 

ALL 
VARIABLES 

四

320.0 

-Gl -G3 -G7 -G6 -GO 一G4 一G5 -G2 

四

319.18 320.5 321.3 321.5 328.5 329.0 333.3 333.4 

-Gl， -G3 -Gl， -G7 -Gl， -G6 ーG3.ーG7 -G3. -G6 -G4t -G6 ーGl，ーG4 -G6. -G7 
明

319.17 319.9 320.3 321.6 323.7 327.4 327.9 327.9 

-Gl， -G3. -G7 -Gl，ーG3.ーG6 -G 1， -G4t -G6 喧 Gl，-G3. -G6 -Gl，ーG3.-G4 -G3. -G4t -GO ーG3.-G4t -G7 -G4t -G6. -G7 
v 
320.4 322.6 326.3 326.9 327.1 327.2 327.3 327.7 

-G6 I，-G3，-G4 -Gl， -G3，ーG4 -GG I，ーG4，-G6 -Gl， -G2，ーG3 --CGH7 -GI，ーG2 -GG O，ーGl， -G3 -GO， -Gl，ーG2 ーG3，ーG4，ーG6 I 
-G ーG7 ー7 ーG7 ー7 ーG ーG7
w 
326.4 326.7 327.9 330.7 332.4 332.6 332.7 332.7 

ー(Gl.G3， G4. ー(GO，Gl， G2， ーCGO，Gl. G4， ー(GO，Gl， G4， ー(GO，Gl， G3 ー(GO，Gl， G2， ーCG1，G2， G3， ー(GO，Gl， G2， I 
G6.G7 G3，G7 G6， G7 G6. G7 G4，G6 G3，G6 G4， G7 G4，G7 

田

332.3 333.1 335.6 336.1 336.5 338.1 339.4 340.0 

一(GO.Gl， G2， ー(GO，Gl， G2， ー(GO，Gl， G2， ー(GO，Gl， G2. ーCGl，G2， G3， ーCG1，G2， G3， ー〔GO，G5L，G26， 〕 ーCGO，Gl， G2， 
G3. G4. G7 G3.G4，G6 G4， G6， G7 G4，G6，G7 G4， G6， G7 G4，G5，G7 G4， G5， G G4， G5， G7 

E 

339.0 340.8 342.1 344.5 344.7 346.0 346.3 347.0 

+G5 +G3 +G7 +G6 +GO +Gl +G4 +G2 

347.9 349.9 354.4 355.0 355.6 367.1 375.5 385.8 

Note : The codes should be refered to Table-l. 
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る 6変数を除去した場合は. 5変数除去組の6

位と 7位の中間1<:位置する

7変数を除去した場合の AICの促小化を果す

組は [+G5)のみからなるモデルで乙れは6変数

組を除去した場合の第8位よりも大きな AfC値を

示す

以上の結果を総合すると AICは2変数を除去

したステァプでそれまでの地加傾向から減少

傾向に転役する乙とが明らかとなった.つまり 6

変数を含む乙のステップで乙の箆回帰分析の

MAfCEが達成されることになる

以上の手順を仮K変数総当たり減少 AIC方式

と呼んでおくが，一般に霊回帰分析IL際してよく

行われている手続きは変数を投入する過程で次の

ような配慮をしながら進める方法である

つまり投入変数については「仮はそれを除去す

ると考えた時の回帰分散分析のF{iむをFREMOVE 

値，未投入変数Kついては 「仮にそれを投入する

と考えた時の回帰分散分析のF値JをFENTER 

としたものをステップごと，変数ごとに求め朱投

入変数のうちで投入済み変数の F REMOVE他を

上回る F ENTER 値があれば，その禾投入変数

を投入済み変数と交換に霊回帰式1<:役人する乙と

になる.

つまり，あるステップでは窓味が小さいと考え

られる変数でも，投入時の他変数との組み合わせ

によっては有意な変数として保択される場合もあ

り得ることKついて配慮したアルゴリズム (algo

rithm )である

乙の場合一定の F益準値を F ENTER孟F

REMOVEとして設定しておき，乙れをクリアー

する限り噌減の手続きを続けていくこと児なるが，

その範囲は研究者の悶で多少なりとも異なる7)，8)，

問』川2J.掛 乙乙ではn基準値としてF=2.0と
したが，これは腎柳ほか(1981)5).杉山ほか

(1975) 31)の実際例区ならい，また赤池 (1981)"

や佐和 (1980)聞などによる理論的背景を基礎と

したものである

乙のようにして進めた変数泊減法の結果，各変

数，各ステップごとに表-4にみられるFENTER. 

F REMOVE 値均可専られた.つまりG5-G6 ・

G4-.GO-'G2-G7の町HC次々と独立変数が
霊回帰式1<:投入されていき，乙れ以上の変数がF

基準備 (F孟2.0)を上回る乙とはなかった.また

一度投入された変数がその後のステップで除去さ

れることもなかった

乙乙で最終的1<:選択された変数群はすでに述べ

た変数総当たり減少 AIC方式Kよって得た霊回

帰式変数組と同ーのものである

以上のうち仮1<:変数総当たり減少 AIC方式と

Table-4 Changing of F entev守emovevalue al each step 

VAR 

G5 

G6 

G4 

GO 

G2 

G7 

G3 

G I 

STEP I H 目 W V 

162.9会 20.5* 31.3* 14.9* 25.5 * 

11.7 

0.01 

5.47 

1.96 

9.6 

8.2 

1.03 

II .7会 21目3* 18.6* 

8.10 8.10会 11.0 * 

1.59 4.30 4.30食

4.90 2.37 12.8 

0.74 2.29 1.52 

0.94 2.61 0.82 

0.22 0.47 0.01 

Notes 台 newlyentered variable 

* .. ... ... enlered variable 

16.7* 

8.31 * 

15.1 * 

12.8会

2.96 

2.26 

0.68 

The codes should be refered to Table.l 

日 刊 咽

23.9* 19.9* 14.8* 

5.1 * 2.85* 2.71 '食

9.9* 10.6* 10.1会

14.4 * 11. I * 9.59* 

14.3* 15.6* 16.1 * 

2.96会 2.53* 2.45* 

1.85 1.85 1.78 

0.64 0.60 0.60 
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Fig-l Changes of various criteria obtained by backward variable selection 

称した手紙しき，[ついてそれぞれのステップどとの

AIC， MallowsのCp6J.10)， 12川ω，R(m:相関係数)， 

R・(自由度調整済みR)なと諸基準の統計量の変

化は図ー lのようKなる.すでに指筒したように

結果的，[MAlCEを達成し政良な方程式となり得

るのは 6~数を含むものである乙とが明白である

催者らの乙れまでの問機な研究ではCpは比較

的少数の変数からなる組を段良と評価LR感は比

較的多数からなる変数組を選択するものである乙

とを指術14)，16).17)してきたが，本研では ct およ

び A1Cは一致して6変数組を段良と評価 ・選択

し，R・は乙れまでと同僚により多数(7ないし

8 )からなるものを伝良と判断すること，[なった

Flint et al. 9)の報告では体組成惟定K際し 4変

数組程度を好ましいと考えているし 7以上が適

切とする客観的般拠も伝い 母数節約的には6変

数からなる式を採択すべきことになるであろう

ただし，AICの有意な変化量としては2.0程度が

一般には考えられている川

以上のよう，[AIC利用方式でも，削減1去によ

る場合と同憾な変数組が段良な方程式として選択

された したがってステップワイズ方式ではAIC

や変数培減法による限り，以下氏示す式がI註適な

ものとして評価でき， R=.9352 ， SEE=2.018と

なる
，ヘ
y= -30.45+.355 X GO-.262 X G2-. 761 X 

G4 + L 667 X G5 +.338 X G6 +.413 X G7 

(式2) 
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4)重回帰式の妥当性と信頼性の検討

乙の式の妥当性は lつには含まれる変数の偏回

帰係数の符号とその大きさによって検討し得る

LBW'C関する予測式を提示した研究では周径値

をとりあけ'たものがいくつかあるが同，同，その

符号は正負まちまちであり必ずしも良い参考指標

とする乙とはできない.本研究でも同様IC正負各

々が混在している.

係数値のうち負の悩をとるのは版図(G 2 )と

上腕四(G 4 )である 乙のうち，腹図は他の部

位比比べ皮下脂肪厚による変動の大きさが指摘さ

れるものであり，直接に身体運動と関係しない消

化器官の発育と関係している'" 上腕図は他の部

位と問機陀身体運動K関係が深いものであるが，

係数値の符号による限り乙れを除外した上での霊

回帰分析が必要かもしれない 乙の点は今後の課

題とされるべきものであろう 標準化回帰係数は

G5=. 652， GO=. 571， G6= 357， G7=. 275， G2= 

-.497，α1= -.459となり寄与の程度も偏りがな

し、

自医者らの TBW 予測に関する研究では体重の寄

与する度合が極めて高いものである乙とを指備し

てきた14)，川本研究で体箆変量を除外して霊園

帰分析を実継したのも体重以外の身体計測値から

の予測の程度がいか与るものとなるかを検討する

ことKあった 結果的1C(t)体重伝どを含む場合の

予測の高さに比較しても劣るものではなく，また

(2)変数ごとの寄与皐には煽りがない重回帰式が得

られ，(3)変数自体も LBMや筋肉盈と不可分な変

数が選択された 乙れまでの研究では体重Kよっ

て全分散の8096程度が説明され，周径(直の寄与は

僅かなものであった。そのため TBW=Body

51zeの関係を考えざるを得なかったが，本研究の

結果では TBWと胸囲や上 ・下肢の周径債の問K

密接な関係をもち，少なくとも同程度の説明力が

ある霊回帰式が得られた ー 有意な~数とはならな

かった顕図 (G1 )や瞥図 (G 3 )は変動係数で

みると他変数区比較し，個体差が小さいものであ

り，上 ・下肢のようにヒ トの越本的な運動動作と

直接関係するものではなく ，胸聞のように呼吸怨

などが合まれているものでもない 乙れらの点が

投入されなかった理由と考えられるのかもしれな

し、

信頼性の確認は多重共線性が有るか否かによっ

てまず倹討する必裂がある (式 ・2) tc含まれ

る独立変数 (GO，G2， G4， G5， G6， G 

7 )聞の相関行列(6 X 6 )から固有値を求めた

ところ，，¥ 1=5. 35， '¥2=.288， ，¥3=.117， A4= 

101. '¥5=.081. '¥6=.058となった.一般的には

.1:1/，¥ iが変数個数の 5倍を超える場合や，¥，

(min);孟O.001である場合には多重共線性の存

在が疑われ"係数値がわずかの測定値の異動に

よっても変動すると考えられている8>>19}，28lt32) 

ちなみはそのような時ICはdatacontrolとして

係数値の符号や大きさ'C問鎚があるものを除去し
た上で乙れIC対処することなどが必要である.い

ずれにしても多重共線性の問題は(式 ・2) 'C関

しては考える必要がないことが示唆された.

方程式の信頼性はまた残差分析によって確認さ

れる必要がある 表-5は残差の統計量について

まとめたものであり，残差の歪度 ・尖度の有意性

は棄却できる.一般的には際単化残差と予測(直と

Table-5 Descriptive statistics of predicted TBW and residuals rrom equation ll. 

Mean S. 0 Skewness Kurtosis Largest Smallest 

Predicted TBW 

34.8 5.035 0.340 0.400 46.7 21.7 

Residuals 

4.0E+4 1.906 0.111 0.642 4.64 -3.53 
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で構成される座僚の変動パターンによって視覚的

lC残差分析が可能である4)，32) 図ー 2はこのよう

な2次元座擦を示したものであり，残差はゼロを

中心にほぼ円Jf<'IC分布し不規則な変動を示してい

るので特有な変動パターンは検出できないとみな

すことができる.皮脂厚{直の場合などは対数変換

が必要である山乙とも考えられるが，本研究では

そのような点は見出す乙とができないようである

以上の点を総合的に判断して(式2)の係数符

号に多少問題はあるが，その妥当性ならびK信頼

性はほぼ確認できたと考えたい

要約ならびに結論

健康な青年期 ・壮年期にある男子57名を対象lC，

いくつかの周径値から体内総水分量 (TBW)を予

測するための霊園帰式の作成を試みた.

1) TBWの定量は霊水希釈を経口投与によっ

て行ったものであり，その平均値±綴準偏差は

34.85 :t5.38(/)であった

2)霊水投与に先行して胸間(G 0.) ，頚図 (G

1 )，腹囲(G 2 ) ，瞥図(G 3 ) ，上腕図 (G

4 ) ，前腕図(G 5 ) ，大腿囲(G 6 ) ，下腿図

( G 7 )を測定し，乙れを独立変数とした.TBW

も含めて歪度・尖度などK統計的な{肩移は見出せ
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はかった

3) 童図面i分析の lつはすべての独立変数組![

ついて検討したものであるが，投入変数個数Kよ

る群ごとに赤池の情報盆器準 AlCで好ましいと

判断される組合わせから幾組かずつを選択し乙れ

を考察した.

4)変数総当たり減少 AIC方式と呼び得る乙

の方法ではGO，G2， G4， G5， G6， G7 

計6変数を含む霊園帰式が MAICE(AICf.，):小化)

を果たした

5) F益準値=2.0と設定した変数増減法では

G5， G6， G4， GO， G2， G7の順で変数

が投入され，乙の間![変数の入れ替えはなかった

乙の独立変数組は上述の変数総当たり減少AIC

方式と同僚のものである

6) したがって以下に示すような霊回帰式が，

乙れら2つの手順いずれによっても採択される乙

とになる.

y= -30. 45+.355 X GO -.262 X G2 -.761 X 

G4 + 1. 667 X G5 +. 338 X G6 +. 413 X G7 

乙の式の童相関係数は R=.9352， S.E.E. = 

2.018(1 )となった.

7)変数の符号![多少の問題はあるが，全体と

しての重回帰式は妥当なものであり， jJ!差の統計

やプロット図などを検討したと乙ろでは回帰式の

欠陥は見出せなかった.

乙の霊回帰式が利用し得るのは「 データの得ら

れた範囲 J"花限られるのはいうまでもないが，

本研究の問題の所在は般適な予測式を母数節約的

K作成する乙とKあった.その意味からして器本

的な手順として乙乙比提示した「ステップワイズ

![変数の役入や除去を行い，そのつど AICや ct

などを利用しつつ，複眼的にその評価を行おう」

とした点は今後のモデル作成の上で重要と考えて

いる。

《付 記E

E回帰方程式の作成区は， (1)変数ゼロ白状態からスタ

ートし，寄与する度告の高い変数を一つずつ，とりあげ

ていく変数増加方式.(2)全変数を投入した状態からスタ

ート1.-，寄与する度合の低い変数を一つずつ，ステァプ

ごとに除去していく変激減少方式，1311由加方式の変法と

して1 一度投入された変数でも新たな変数の導入によっ

て有志♀貢献をしない場合Kは除去していく変数増加方

式， 141減少方式の変法として， 131と逆の選択を行う減地

方式が考えられる8)，¥ω，12)，19)，28)

したがって，1:ιでは変数を投入あるいは除去する器

準が問題となる 通常は各変数を仮に投入したと考えて，

その時の回帰分散分析での F値によって決定することが

多い 般庄は F=2.0前後に基準を設定している F 

分布表では誤差項40-100，因究前項3-7の間の596点は

2.05-"'2.84， 196点は 2.7-3.83となるす♀わち F=

2.0前後は本研究のような場合ほぽ596から1096占民相

当するEとが考えられる と乙ろで Akaike09741"は，

霊回帰分析には限らないで「新しい統計的倹定方式」と

して最大対数尤度比をもってLても F孟2.0Ie見合うこ

とを指嫡恥恥l1>，35】品)，3'iJ，:IHL，それはヒストグラム作成，

因子数の決定など幅広く応用されている その器準

(Akaike's Information Criteria， AIC)はつぎのよう

K定義される

AIC=-2x加(政大尤度)+(パラメ タ数)

ノ11Cは自由度と侶曹i&の関連を考慮したうえで罰，39)，

またモデノレ白線型，非線型を問わずに'"その(直が置を小値

(Mini mum AIC Estimate)を達成したものを俊民と

評価し得る基準であり，したがってモデル評価の絶対的

な基準とみなすEとができる.
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Abstract 

23 

The purpose of this study was to clarify the method and effectiveness of mental training 

based on a combination of relaxation by skin temperature biofeedback and image training. 

Eight members of a high school boxing club were trained from sixty-three to seventy-four times 

during six months. The change of finger skin temperature of each subject was recorded per 

second -from the bigining to the end of every training session. 

The results obtained were as follows: 

1. 5 out of 8 members increased their skin temperature 10 c or more on an average in all 

training. All subjects showed in a mean of finger skin temperature of 330c to 350c after 5・minute

training. 

2. Their image score showed greater increasees in the auditory and visual senses. 

3. The scores of competitive trait anxiety were lower in the post test than the pre test. 

4. We concluded that our mental training has effects on the training of relaxation and 

image for the athletes. 

( Kenichi Iwasaki. Mikio Tokunaga. Morihiko Niwaki and Kimio Hashimoto.“Application and 

effects of mental training for athletes ~ Kyushu ]. Phys. Educ. Storts， 1・1: 23・35.March. 

1987 ) 

1 Kumamoto University， 40・1Kurokami-2 chome， Kumamoto-shi. Jりan(860) 
2 lnstitute o[ Health Science， Kyushu University 11， Kasuga-shi， ]atan (816) 
3 Fukuoka Institute o[ Technology， Fukuoka-shi， ]atan (811・02)
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スポーツ選手の競技能力の向上を目的としたメ

ンタjレ・トレーニングは，欧米では早くから実胞

され，すでに多くの報告がなされている品川，24)，

25)，27) わが国では，1964年東京オリンピ yクの頃

K一部では実施されたが凶，一般的には段近よう

やくその重要性が注目されはじめた促すぎない叩

したがって，メンタ/レ ・トレーニンクーについての

臨床的研究は少なく ，今後，その方法論の開発と

効用性の検証が急務とされている

筆者らは6h7〉，17433，皮脂温パイオフィードパッ

クによるリラタセ ショ ン・ トレーニングやイメ

ージ ・トレーニングを中心としたメンタlレ・トレ

ーニングを実施し，その効用性と課題児ついて報

告してきた しかし，これらの研究はいずれも短

期間のトレーニングKすぎなかった.

本研究では，高校総合体育大会を控えたボクシ

ング選手を対象児して，約6ヶ月間という長期間

のメンタjレ・トレーニングを実施した そして，

リラクセーシヨ ンやイメ ジ能力の変名，競技不

安や競技成績への影響なと‘について分析し，スポ

ーツ選手に対するメ ンタlレ・トレーニングの方法

論と効用性について検討しようとしたお，的

方 法

1 対象

熊本県東海大学第2高校のボクシンク'部で，3年

生5名，2年生3名の合計8名である

2 期間

昭和61年2月12日から8月日日の約6ヶ月間11:

63~74回のトレーニyタが実S揺された

3. トレーニングの内容

トレーニンク及び調査の順序は図 lのとおりで

ある トレーニングはパイオフィードパック陀よ

るリラクセーション ・トレーニングとイメージ ・

トレーニングから構成され，その前後11:極々 の調

査を笑施した.

パイオフィードノぜック ・トレーニングには GSR2

パイオフィードノ-{.ノク ・トレ ナ (ポラァクスKK

製)と皮膚温バイオフィ ードパック ・トレーナー

( TP.4， トーヨーフィジカlレ社製)が用いられた

前者は座位開眼で左手人指し指と中指の皮膚電気

抵抗を，後者は座位閉限で左手中指指尖の皮膚混

をそれぞれ音刺激に変換し，イヤホーンを通して

本人へフィ ドバックさせ，音の高低を手がかり

にしてリラクセーションと集中力のトレーニング

を行った なお，ト レーニング前の安静時間は毎

回約10分IMJとり，室温の剥盤や外部からの音や光

の遮断には心がけた トレーニングは高校でのボ

クシyグの練習が終った後，約2km離れた熊本

大学の実験室で行った

トレ ニングは表 lのように 3段階に分けられ，

その概要は次のとおりである.

1 ) トレーニングl

県高体総合体育大会K出場する8名11:，初めの10

l司程度はGSR2で，その後は皮膚r且川イオフィ ド

ノてγクでl臼5分間のρイオフィードノYァク ・トレ

ーニングを行し、合計40日間実施したなお，5月14

日以後の大会前11:は，試合場で録音したテープを

流しながら行った イメ ージ・トレーニングは

「一流選手の試合技術」を 3~6 分間 VTR でみ

た後 日11:1回，3分間行い，合計16回 i基

礎技術 1Jを1日l回，6 ~7 分間行い，合計 7

図 i好調時の状態 1Jをl日l回， 6分間行い，

合計4回実施した

2) トレ ニンク'2

九州高校総合体育大会K出場する 7名K，パイオ

フィードパγクは l日5分間のトレーニングを7日

間実施した.イメージ ・トレーニングは「好調時の

状態2Jをl日l回，8分間行い，計6回実施した

3) トレーニング3

全国高校総合体育大会民出場する 7名に，パイオ

フィードパァクはl日5分間のトレーニングを l回，

計27日間実施した なお，大会的の7日間は試合

場で録音したテープを流しながら行った イメージ

・トレーニングは「基礎技術2Jを l臼l図 5

分20秒間行い，計4回，i基礎技術2J陀「応用」

の3分間を加えたものを4回.r欠点の克服 」を l

B 1回 5分間行い，計5回，i好調時の状態 3J 
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を1日l回， 5分30秒間行い，計8回実施した.

ト
レ

グン

レ

ーー
ン
グ
3 

1.調査

(トレーニング前)
の特性不安

2. バイオフィードパックによる

リラクセーション・トレーニング

(GSR2及び皮膚温)

3. イメージ・トレー

ニング

(課題 1--7 ) 

4. 調 5.大会

(パイオフィードバック及びイメージ・、

トレーニングの感想 / 

(大会の2目前， 1日前，当日の朝、

の状態不安調査 J 

6.調査 7.調査

(競技成績とメンタル・トレーニングの、
関係 / 

(トレーニング終了時の特性不安 ) 

図1 メンタル・トレーニング及び調査の順序

表1 トレーニングの実施内容と回数

期 間 言ト忽レ一 トレーニング内容
対 象 者

S.!. M.S. N.!. T.U. T.S. K.K. M.H. 

年全4-...5/2 29 1③皮イ膚メ温ージ〈5l分()3分②)VTR(3分--6分) 13 16 11 13 15 16 16 

毛/6-...5/24 14 ①を皮流膚し温てす(5る分ー)ー②5/イ1メ4かーらジ試2合(場6--のテ7分ー)プ 7 7 7 7 6 7 5 

5/2S--6/3 8 ①す皮る膚ー温②(5イ分メ)ーージ試3合(場6の分テ)ープを流して 4 4 3 4 4 4 4 

6/10-6/17 7 ①皮膚温(5分) ②イメージ4(8分) 7 7 5 5 6 6 7 

7/1 --7/6 6 ①皮膚温(5分) 6 6 5 一 5 6 4 

7/11--竹9 8 ①ー皮7/膚1温4よ(り5分5日)間②はイ5メ分ー30ジ秒5+(35分分ー別秒) 7 6 7 一 8 8 8 

九宮、1/27 5 ①皮膚温(5分) ②イメージ6(5分) 5 5 4 一 5 5 5 

7/30-8/6 8 ①か皮ら膚す温るー(5分②)イーメ試ー合ジ場7の(テ5分ー却プ秒を流)して 8 8 8 一 8 8 8 

4.調査内容 目前目前，当日の朝に調査した.

1)競技不安についての調査 2) バイオフィードパックについての調査

E.F. 

13 

7 

4 

7 

5 

8 

5 

8 

特性不安として， Martens12)のSCATおよび徳

永・橋本ら21)の競技不安尺度をトレーニングの開

始時と終了時に調査した.状態不安として， Mar-

tensら6)，13)のCSAI・2(評定尺度法)を各大会の2

毎日のトレーニング直後に内省を調査した.ま

た， トレーニング1，3の終了時の内省と大会後

に競技成績との関係について調査した.

3) イメージ・トレーニングについての調査
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毎日のトレーニング直後民視覚 ・聴覚 ・筋感覚

・!恐怖の4つの側面からイメージの鮮明度を 5段

階の回答肢を設けて調査した また，トレーニン

グ 1，3の終了時の内省と大会終了後民競技成績

と乙のトレーニングの関係Kついても調査したー

結果と考察

1 リラクセーション・トレーニング

リラタセーション状態の評定は皮膚温パイオフ

ィードパックによる皮膚温の上昇とトレ ニング

中の平均皮I荷揚の高低を器準にした

トレーニングはすべて約10分間の安静後tc5分

間行われ，最終目僚の全国高校総合体育大会まで

に合計63~74回実施された(表 3 ) その中で，ト

レーニング中の皮膚温が測定できた自について，

開始時と終了時の皮脂温の変化およびトレーニン

グ中の平均皮膚温を示すと，表2のとおりである

平均 1"(;以上の変化を示した者はM.S.(1. 83'C)， 

M.H.(1.56'C)， N.L(!.49'C)， S.L(L21'C)， 

および E.F. (1. 11"(;)の5名であった その他の

T. U.(0.8'C)， T.S.( 0.64'C)， K.K.(0.58'C) 

は 1"(;以下の変化であった.自主u訓級17:去に習熟し
た者は 2"(;~ 3'C変化するといわれている山 ま

た，大河内15)は多くの研究をレビューして，皮膚

温円イオフィ ドノ''/ク tcよって 0.5'C以上の上

昇を示したものを成功例とし，フィードパックに

よる皮脂温制御において比較的大きな温度地加を

得るには訓練回数をある程度(3日または4日)

霊ねる乙と 10> 同時tc，訓練は少なくとも 900秒

未満として，その聞は必ず休息を姉入することの

必要性を指摘している 本稿ではB名中5名は平

均 1'C以上の皮膚温上昇を示し，他の 3名も 0.5
℃以上の上昇を示したので，リラクセーシ ョン方

法の習得tC好影響を与えたものと1ft測される.

次tc，平均皮膚温は全員が33'Cから35・Cを示し

た 平均皮繍温の32'C以上はrQuite relaxed J， 

35'C以上は rdeep relaxation Jといわれ円自律

神経系(交感神経)の興膏が制御されている乙と

を意味している

また，佐久間同は多くの研究をレビューして，

末絹皮膚温や EMG，GSRなどを用いたパイオフ

ィードパックは段高の運動パフォ-7ンスを得る

のに必要な段通のjZ醒水準を導くのは有効な手段

である乙とを示唆している 今回の被験者 E.F

は34.97'c， T. Sは34.64'C， M.11は34.56'c， 
M.Sは34.09'Cと高い平均皮膚混を示し，リラ

ックλ状態であったことがわかる

以上の結果はいずれも延回数の平均値であり ，

トレーニングによる漸次的効果をみる乙とはでき

ない そこで，各被験者の個人記録の変化をみて

表2 トレーニンタ Kよる皮膚混の変化および平均皮ri!l'混

皮膚混の変化{終りー始め) 平均皮膚温 ( 5分間 )

氏名 N M SD N M SD 

S. 1 47 1.21 1.07 46 33.25 1.29 

M. S 53 1.83 2.11 47 34.09 1.57 

N. 1. 43 1.49 1.53 40 33.48 3.70 

T. U 21 0.80 0.73 18 33.40 0.87 

T. S. 44 0.64 0.48 44 34.64 0.84 

K. K 51 0.58 0.46 47 33.82 0.49 

M. H. 45 1.56 0.62 45 34.56 0.46 

E. F 46 1. 11 0.48 45 34.97 0.65 

(注)Nはトレーニング回数 同一人でNが挺なるのは測定ミスKよる
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M.H.は各国とも 1"C前後の変化を示し，平均皮

膚温も34"C'"'-'35 "cと比較的一定していた.それで

も，平均皮膚温が低い時~L，皮膚温の上昇は著し

い傾向がみられた.つまり，いつもより皮膚温が

低い(指尖が緊張している)時に，リラクセーシ

ヨン効果が現われているものと考えられる.しか

し，乙のことは外気温，室温や安静時間などとも

関係しているものと思われるので，さらに対照群

の設定などにより検証する必要があろう.

岩崎，他:スポーツ選手に対するメンタル・トレーニングの実施と効用性

みた.図2，3はS.I.と M.H.の結果である.S. 

lは合計70回， M.H.は71回トレーニングを行って

いる.S.1.の皮膚温の変化はトレーニング1(室

温20'"'-'28"C)および2(室温24'"'-'25"C)では2"C

""' 4 .Cの上昇もみられ顕著であったが， トレーニ
ング3(室温24'"'-'26.C)では少なかった.平均皮

膚温はほぼ32"C""'35.Cを示しているがトレーニン

グ自によってかなりの差がみられた.そして，両

者の関係をみると平均皮膚温が低いときに皮膚温

の上昇が著しい傾向がみられた.それに比較して，
: .. ， 
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イメージ・トレーニング

イメージ ・トレーニングは基礎技術と好調時の

動きや気持を中むにして，イメージ lからイメー

ジ 7 まで，合計44~53回実胞された. トレーニン

グ直後の鮮明度調査とトレーニJグ中の呼吸曲線

を測定し，評価の基準とした 鮮明度は ri可も現

2 

イ
メ
ー
ジ
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点

4 
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イ
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ー
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得
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明である JIC 4点 r非常IC鮮明である JIC 5点

を与え，視覚，聴覚，筋感覚，感情の4項目Kつ

いて得点化した.図4は各トレーニンクーにお貯る

はじめとおわりの平均得点を示したものである
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図4 イメージ ・ト レーニンク前後のイメージ得点の変化



岩崎，他:スポーツ選手応対するメンタル・トレーニングの実施と効用性 29 

全体的には視覚得点が最も高く，筋感覚，感情，

聴覚の順であった.イメージは視覚的に最も描き

やすいが，気持や音は描きにくい乙とを示してい

る20) 額著な得点の変化がみられるのは，イメー

ジ1(一流選手の試合技術)での聴覚，筋感覚，

感情，イメージ2(基礎技術 1)の視覚と聴覚，

イメージ3(好調時の状態1)の聴覚，視覚，イ

メージ4(好調時の状態2)の筋感覚，イメージ

6 (欠点の克服)の視覚，イメージ7(好調時の

状態3)の聴覚，筋感覚，感情であった.全体的

には聴覚得点が最も変化し，次に視覚，筋感覚で，

感情得点の変化は最も少なかった.しかし，最終

段階のイメージ7のおわりの得点では最も低いの

が聴覚の3.86点で，視覚，筋感覚，感情は4.0点

以上の高い鮮明度を示し，イメージ能力が向上し

たものと推察される.

次 ~L，イメージ想起の指標として勝部ら 3)は

GSR，藤田ら4)は脳波や筋電図を利用している

が，本稿では呼吸曲線を用いた.図5はその事例

である.いずれも試合の後半30秒をイメージ中の

ものである.公式試合経験のない未験者のE.F.

は呼吸曲線に乱れがなく，鮮明度得点、も低く，イ

メージが現われていない乙とを示している.経験

者のS.I.は呼吸曲線に乱れがみられ，イメージ得

点、も高く，イメージが描かれている乙とを示して

E. F. (公式試合経験なく，未経験者)

S. 1. (経験者)

いる. トレーニンクeが進むにつれ， E.F.もS.!.

のような乱れがみられ，それにしたがって鮮明度

得点も高くなった.

また，イメージ・トレーニングについての内省

をみると， r相手を想像して考えたボクシンクーが
できるようになった Jr試合場に入って，試合を
すると乙ろまで全部イメージに浮んでくるように

なった Jr以前に何回も試合に出た気持ちで試合
にいどめた Jrイメージで練習したものを試合に

取り入れてやれるようになった」など，イメージ

・トレーニング効果を認めたものが多い.鶴原・

西国14)はメンタル・マネージメントにおけるイメ

ージ法の研究を要約して，その有効性を理解させ

る乙と，イメージ・トレーニング前のリラクセー

ションの必要性，過去の鮮明な運動場面から導入

して，失敗場面を成功場面へ再構成したり，未来

の場面を構成したりする方向へ移行することの必

要性を述べ，イメージ・トレーニングの効用性を

報告している.

本研究では，鮮明度，呼吸曲線，内省の3点か

らイメージ・トレーニングの効果を証明しようと

したが，やや客観性に乏しかった.今後，評価法

についてはさらに検討を加えたい.

図5 イメージ・トレーニング(試合終了30秒前)
中の呼吸曲線
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3.競技不安

1) 特性不安の変化

スポーツ選手の特性不安テストとしてMartens

ら山の SCATと徳永 ・橋本ら刊の TAISをメン

タ/レ ・トレーニングの開始時と終了時K調査した.

結果は図 6，7のとおりである‘

図6で，両テストの合計得点をみると，いずれ

もトレーニング後に得点が低下し，不安が減少し
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図6 〆yタル ・トレーニング刑世の特性不安
(SCATおよびTAISとその囚干}平助川占のIl'化

た乙とを示している川.26) また，TAISの因子別

では各因子ともわずかは低下したが r自信」得

点では 1%水準で有意な低下がみられ，自信が増

加した乙とを窓味している また，本対象者は一

般スポーツ選手に比較して不安得点が低く ，低い

得点がさら陀トレーニングKよって低下した乙と

が指備できる

図7はSCAT得点の個人得点の変化である 全

貝の不安得点が減少している とくに，トレーニ

ング開始時比高不安得点であったものほど，低下

傾向が顕著であった 乙の乙とは，Canter幻，橋

本ら7)の報告と同僚に，高不安者ほど，メンタ/レ

トレーニング効果がみられる乙とを示している.

2)状態不安の変化

トレーニング中の3つの大会の2日前目前

および大会当日の朝tcMartensら6).13)のCSAI-2

Kより状態不安を調査した 結果は図Bのとおり
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図7 メンタル トレニング附世の特性不安
(SCAT 1の例人仰点のE化

である.

県大会では第 l試合前の認知的不安が高く，自

信が低下しているが，第2，第3試合前では認知

的不安は減少し，逆に自信は地加している 九州

大会では身体的緊張は第 l試合前t1:高く ，第2， 

第3試合前は減少している 認知的不安は大会 l

目前tLJiii.も高<，その後は減少している.自信は

大会 1目前が簸も低かったが，試合が進むt1:つれ

て，著しく高くなっている.県大会，九州大会と

も身体的緊張や認知的不安は大会の l目的，第 l
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の準決勝や決勝の高いレベルになると不安感の低

減や自信の噌加には効果が表われなかったことを

示している.

4. 鏡技成績とトレーニングとの関係

大会後の選手の内省やコーチの評価から競技成

績とトレーニングの関係を分析した. トレーニン

グ回数と大会の成績は表3のとおりである.

1)県高校総合体育大会

8名が出場し 7名が優勝，学校対抗でも優勝し

試合前が最も高いが，試合とともに不安は減少し，

自信が増加していることがわかる.しかし，全国

大会では，認知的不安は大会 1日前， 2日前とも

に高かったが，第l"-J第3試合前では減少した.し

かし，第4試合(準々決勝)，第5試合(準決勝)， 

第6試合(決勝)と勝ち進むにしたがって，認知

的不安や身体的緊張は増加し，自信は低下傾向を

示した.

乙れらの結果から，県大会や九州大会レベルで

はトレーニング効果が影響しているが，全国大会

図8
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た 乙乙までパイオフィードノマ γ ク が33~41 回，

イメ ージ ・ トレーニングカ'21~27聞の実施である .

選手の内省は 「前よりもリラ yクスができるよう

になり，リ ングK上る前の心の準備もトレーニJ

グしたので充分に精神統ーができるようになった

と思う (T.S. ) J r試合前夜よく眠れた.また試
合中も落むいて相手をみるζ とができ，相手の動

きがよくわかった(N. 1. ) Jなと，試合前の睡眠，

溶岩き，冷静さなどに効架があった乙とを述べて

いる

2)九州高校総合体育大会

7名が出場し，優勝が6名 3位が l名で学佼

対抗でも優勝した.乙の時期でバイオフィードパ

ァタは39~48回，イメージ ・ トレーニ ングは25~

33回と柑えた コーチは 「全員がよくリラ ックス

しており，相手の動きがよく見えていた Jと評価

している 選手の内省は 「試合前夜ぐっすり眠れ，

次の朝とても体が軽かった グローピンクの時に

は必ず目を閉じて手が温かくなるよう托したのが

よかった リングK上っても東海高校のリングでや

っているような気持ちでやれた (S.I.lJr県大会の
時よりリラ ックスできたと思う 相手の動きがよ

くみえるようになり焦点が定まってきた でもま

だイメージ ・トレーニングで浮んでいるようには

表3 メンタ/レ・トレーニングの回数と大会の成績

大会名 パイオフィード イメージ ・トレ

(月日)
氏 名 階級 ノぜァク・トレー

ーニングの回数
成 制 {的考

ニングの回数

S. 1 Mos 37 (回) 24 (回) 優勝 ( 2勝)

2思
M. S F 41 27 優勝 ( 3勝) 学

N. 1 B 34 
高

21 優勝 ( 3勝〉 校

T. U. L 33 24 l回峨 ( 1 I世) 女4
校先

T. S. 、v 39 25 優勝 ( 1 勝) 抗

総 iK. K. M 41 27 優勝 (認定) 優

体
M. H. LH 39 25 優勝 (認定 ) 勝

E. F. H 37 24 優勝 (認定)

S. 1. Mos 7 (44) 6 (30 ) 優勝 ( 3勝)

九 M. S. F 7 (48) 6 (33) 優勝 ( 2勝) 学

iIj "， N. 1. B 5 (39) 4 (25) 優勝 ( 2勝} 校
高月後2

(45) (30) 位 ( 1 勝1敗)
宮4

佼 l T. S 、v 6 5 3 
抗

総 ~ K. K. M 6 (47) 5 (32 ) 優勝 ( 2勝) 優

体 M. H. LH 7 (46) 6 (31 ) 優勝 ( 1勝〉 勝

E. F. H 7 (44) 6 (30) 優勝 (認定)

S. 1. Mos 26 (70) 20 (50 ) 優勝 ( 5勝)

全 M. S F 25 (73) 19 (52) i担優勝 ( 4勝l敗) 学

国4LN. 1. B 24 (63) 19 (44) 3回戦 ( 1勝l敗 ) 校

高 J (71 ) 21 (51) 3 位 ( 3勝1敗 )
対

佼 14
T. S 、v 26 

筑
) 

K. K M 27 (74 ) 総 21 (53) 3 位 ( 2勝1敗) 優

体 M. H LH 25 (71 ) 21 (52 ) 優勝 ( 3勝) 勝

E. F H 26 (70 ) 21 (51 ) 3 位 ( 1勝l敗)

第( )内の数字は侵初からの合計回数
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行かないのでもっと練習してみたい (M.S.)Jな

ど，やはり試合前夜の睡眠，リラックス，落着き

などの効果が多かった. トレーニング効果は，県

大会の時より額著であったものと思われる.

3) 全国高校総合体育大会

九州大会と同じ 7名が出場し，全員が初めての

全国大会出場にもかかわらず優勝2名，準優勝1

名， 3位3名， 3回戦進出 1名で，最大目標とし

ていた学校対抗でも優勝した.これまでにパイオ

フィードパック63rv74回，イメージ・トレーニン

グ44rv53回と多くなった.コーチは大会後r7人
が出場して6人が上位入賞できたのは上出来.選

手遥は持っている力を十二分に出して頑張ってく

れた.乙れもイメージ・トレーニングの成果.選

手たちは落着いていてあがることなく自分たちの

ペースで試合ができた(熊本日日新聞， 61年8月

16日掲載)Jとメンタル・トレーニングを高く評

価している.優勝したS.Lは「試合の前夜よく眠

れ，朝から身体の調子がよく，今日はやれるとい

う気持ちになった.試合内容もイメージ通りとは

いかなかったが，それに近いボクシンクeができたJ

と述べている.同じ優勝者のM.H.も「試合の前

夜はリラックスしてぐっすり眠れるようになった.

公式試合はあまりしていないが，イメージ・トレー

ニングで今まで何度も試合に出た気持ちで試合に臨

めた.だからあせらずに相手の姿をよくみて試合

ができた」と報告している.

以上のように，ほぽ全員が試合前夜の睡眠，試

合前の緊張感の減少やリラクセーションができた乙

と，試合への集中力の増加，試合中は冷静で相手

の動きがよくみえた乙と，そして，落着いて動け

た乙と，イメージどおりの試合をしようとした乙

となどを報告している.これらの結果はいずれも

リラクセーション能力やイメージ能力の向上を示

唆しているものと恩われる.

なお，これらの長期的なメンタル・トレーニン

グでは，実験者とコーチ，実験者と被験者の信頼

関係及びメンタル・トレーニングに対する理解な

どが重要な継続要因となった.

要 約

高校ボクシンクー選手8名を対象にして，皮膚温

バイオフィードノぜックによるリラクセーション・

トレーニングとイメージ・トレーニングを組み合

わせたメンタル・トレーニングを約6ヶ月間，延

63rv74回実施し，その効用性を分析した.結果は，

次のとおりである.

1. トレーニング中の皮膚温の上昇は平均 1oc以
上の者が8名中5名， O.5'C以上の者が3名であ

った.また， トレーニング中の平均皮膚温は全

員が平均33'Crv35'Cでリラックス状態を示した.

個人差がみられ，平均皮膚温が低い時，C，皮脂

温の上昇が顕著であった.

2. イメージの鮮明度は視覚が最も高く，筋感覚，

感情，聴覚の順であった. トレーニングでは聴

覚が最も上昇し，視覚，筋感覚，感情の順に変

化が著しかった.また，呼吸曲線の測定により，

イメージの想起を推測できた.

3. 特性不安はトレーニング後に減少した.とく

に，高不安者ほど減少傾向が顕著であった.ま

た，状態不安は県大会や九州大会では少なく，

むしろ自信が増加した.しかし，全国大会では

勝ち進むにしたがって，身体的緊張，認知的不

安が僧加し，自信が低下した.

4. 選手やコーチとの対話や内省から，試合前の

睡眠や緊張感の減少，試合中のリラクセーショ

ン，冷静さ，落着き，集中力，イメージづくり，

そして，実力発揮度K好影響をもたらした乙と

が推測された.

以上のように，長期間のメンタル・トレーニン

グによりリラクセーションやイメージ能力が向上

し，競技不安が減少し，その結果，競技成績に好影

響を与えた乙とが推察された.今後， トレーニン

グ・プログラムをさらに系統化して客観的な効用

性の分析方法を検討したい.
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Dynamics of Vco， and VE during incremental 
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Kohji Misaka' 

Abstract 

37 

The purpose of this study was to evaluate the relationship between the dynamics of excess 

VCO:z and VE during incremental exercise and aerobic work capacity 

Four 1011g distance runners (runner group)， aged 21-22 years. and four normal students 

(control group). aged 19.21 years， served as subjects. They performed the incremental exercise 

on a treadmill which increased by 16. 6m/min every 2 min up to exhaustion point. Gas exchange 

parameters (Voz， ¥1C02. ¥!E) were measured throughout the incremental exercise and antecubital 

venous blood samples were taken for lactic acid (LA) analysis 

1) Excess ¥1C02 was assessed by the difference between the measured Ycoz and the predicted 

Vcoz (from an extrapolation of the regression line of YQz・VCOzrelationship at work rates below 

lhe anaerobic threshold (A T)) at work rates above the A T. Similarly， excess YE was esti. 

mated by the same method as excess Vcoz. The total sum of excess Vcoz and VE was defined 

as "excess C02" and "excess RV (respiratory volume)"， respectively 

2) Excess Vcoz was significant1y related to dLA (the rate of increase from LA at work rate 

just below the AT) in the runner group (r ~ 0.909 ， Pく0.01)and in the control group (r ~0.685， 

Pく0.01). The slope of excess Vco， .~LA line showed higher value for the runner group (69.7 

ml/mmoD as compared with the control group (21.0ml/mmoD 

3) Excess VE wa5 al50 significantly related to dLA in the runner group (r=0.788， P<O.OO 

} lnstitule 01 Sociology， KogoslJima Keizai University， &反田 KamJ/ukumolo-cho，Kagoshima-shi， 

Ja向n(891-00 
2 FacuJty 01 Educalion， KagoslJima University， }.21).6 Kohrimoto， KagoslJimo-slli， jatall (8:田)
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and in lhe conlrol group ( r ~ 0.796 ， p<o.on The slope of excess V，-.dLA line was not diffe 

rent for bolh groups (1.57 vs 1. 37) 

4) Excess CO， correlated positively wilh Vo，A T (r ~ o .801， Pく0.02)and Vo，max ( r ~ 0 . 806 ， 

Pく0.02)， However， 00 significanl correlation was observed between excess RV and Vo2AT or 

V02max 

5) These results suggested thal excess CO2 caused by the respiratory compensation for lactic 

acidosis reOected a part of the bOdy buffer capacity， which appeared to be an important factor 

for success in endurance cornpetition 

(Kohji Hirakoha， A tsuo Maruyama and Kohji Misaka，“Dynamics of Vco and 'ih. during incre-

" mental exercise and aerobic work capacity"， Kyusllu j， Pllys. Educ. Storts 1・1:37 -44， march， 1987) 
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目

筋組織内11:おいて有酸素性代謝の結果産生され

たCO，は血中区鉱散し.i容解 CO，と結合CO，

( HC03-， carbamino CO2)として運級されて呼

気中区排出されるη

運動中11:呼気と して排出されたCO，量(expired

Vco， )は，中程度の運動強度で定常状態が成立す

る場合には，有敵素性代謝11:よって産生された

CO2:w: (produced ¥1C02)と同ーとみなすことが
できる同 一方，anaerobic threshold (AT)以

上の運動強度においては， expired VC02とpro守

duced VC02は等しくなく ，他の過程が参与する

乙と11:より expiredVC02 'cは代謝で産生された

以上の CO，盆が含まれる 18)，19)，刊すなわち， AT

以上の運動時比おいては有殴素性代謝から無酸素

性代謝への移行11:より血中広蓄積された乳酸

(Iactic acid: LA )の緩衝作用と代謝性acidosis

11:対する呼吸性補償作用により過剰の CO，由主排出

される ζとはなる 無酸素性代謝11:より血中の

LA (Hつが増加してくると，主児童炭酸系やそ

れ以外の緩衝系(ヘモグロビン Hb，燐酸lJli，タ

ンパク質 )11:より (Hつが緩衝される9>.15) さら

に，霊炭酸系では，身体の緒極の条件11:よって，

CO， +H，Oご HCOJ-+ H+の反応式で示すように

体内の CO，を蓄積(反応式が右促進む )あるいは

過剰に排出(反応式が左K進む)する乙とKより

緩衝作用の効率を高め，身体の緩衝能(tolalbody 

buffering capacity) 11:貢献している9)，10)

運動中の体内の CO，動態氏側しては，定常状態

の成立する条件において，C02再呼吸法や過呼吸

法を用いて体内の C02 storage capacity fr.つい

て検討がなされている1)，品川，21)JonesとJurko-

wskilllは，2種類の定常運動時(30%，609百

V02max)の C02 storage capacityを測定し，

軽い運動強度と比較して，比較的高い強度の運動

時の方が低値を示すことを認めている そして，

乙の減少は血中 LAの緩衝作用K由来した肺での

CO，排出盆の漸時的増加と関連する乙とを示唆し

ている.一方，Clode21およびClodeとCampbell

"は，運動時の totalCO， outputは，metabolic 

C02， respiratory C02， non-respiratory C02の

成分からなる乙とを仮定し，体内の Co， balance 
から運動時の血中 LAの変化 (L1LA)を評価でき

ることを指摘した また，矢野ら'1)も，漸増運動

時の VC02動態ιついて観察し，AT以上の運動負

荷中K過剰に排出された Vco，(CO， excess )は，

H日中LAの増加度と有意に相関する乙とを認めて

いる 乙の乙とは，血中LAの緩衝作用によって

過剰のCO，が呼出されたζとを示している

乙のよう11:，運動E寺区おける体内の CO，動態は，

血中LA(代謝性acidosis) tr.対する緩衝作用と

密接な関係を有していると考えられる す伝わち，

主に無酸素性代謝11:依存した状態で，比較的長く

運動する場合11:は(中 ・長距離競技)LAが蓄積

されるため， LAの緩衝能力 (tolalbody buffer-

mg capa口ly)と代謝性 acidosis~r対する呼蚊性

補償作用の結果生じる ExcessVC02およびExcess
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VEが重要な因子になると推察される19】.したがっ

て，運動時の VC02およびVEの動態と持久性作業

能力との関連性について検討する必要があるだろう.

そこで，本研究では，血中LAと代謝性acidosis

応対する呼吸性補償作用に着目し，長距離走者と

一般学生を対象にして，漸増運動時の VC02および

九の動態と有酸素的作業能力との関連性について

検討する乙とを目的とした。

研究方法

被検者は， 21-22歳(21. 5土0.5歳)の長距離

定者4人(runner群)と19-21歳 (19.7土O.9歳)

の健康な一般学生4人(control群)であった.

runner群は大学陸上競技部に所属し，日常持久性

トレーニングを実施していた(競技歴3年'"'-'10

年). 

control群には runner群と同様の年齢および形

態を有し，日常定期的な身体トレーニングを実施

していない学生を選んだ、.被検者の身体特性およ

び有酸素的作業能力を表 1t[示した.

実験室到着後約30分間の座位安静を保った後，

5分間の安静時のガス交換変量の測定と正中皮静

脈へ挿入された翼状針(19 G )から三方活栓を介

して血液サンプルの採集を行った.漸増運動負荷

テストは， トレッドミル(竹井機器社製)を用い

て行し、(斜度50) ， runner群は 83.3m/min (5 

km / h ) ， control群は50m/min {3km/h}の速

度からそれぞれ運動を開始し，両群とも2分毎に

16.6m/min (lkm/h)ずつ速度を漸増してexha-

ustion ，[至らしめた.なお，両群とも初期速度に

おいては，歩行により運動を行い，次の速度から

走行に移った.呼気ガスは，運動中 exhaustion

k至るまで連続して採取した.採血は，血中 LA

を分析するために，ランニング中においては各速

度の1分目から2分目(2分毎)およびexhaustion

直後に行った.心拍数 (HR)は，運動中連続して

exhaustion ，[至るまで測定した.

呼気ガスの分析 (0ゎ C02)および呼気ガス量

の計量は， Aerobics Processor 391 (三栄測器社

製)により行い，酸素摂取量(す02) ，二酸化炭

素排出量(すC02) ，換気量(すE)'および呼吸数

( RR)を測定した.なお，分析器の較正は，標準

ガスを用いて測定前後に実施した.乙の分析器の

信頼性についてはすでに報告されているω.

HRは，胸部双極誘導法により心電図を記録し，

1分間のR波から求めた.

LAは，血液サンプルの除蛋白後，血策を分離

し，酵素法により分析した.

ATは，血中LAとDavisらめおよびWasserman

ら16)，18)が報告したガス交換変量(VE，むIV02， 

VE/VC02 )を用いて決定した.すなわち，血中LA

の変移点、およびカeス交換変量においてはすE の非

直線的増加開始点， VElVC02が増加しない状態で

VElV02が増加を開始する点を ATの判定基準と

した.

Excess VC02および Excess九は，矢野ら21)

および Koyalら山花従って算出した.すなわち，

Table 1. Physical characteristics and aerobic work capacity 

of subjects. 

Age. yr 

Ht. cm 

Wt. kg 

V02 AT. ml/kg/min 

V02 max. ml/kg/min 

Values are means:t so 

Controls (n= 4) 

19.7土 0.9

170.0士4.8

59.8土3.3

29.5:t 2.2 
55.1 :t 2.5 

Runners (n= 4) 

21.5 :t 0.5 
167.9土4.6

58.1士3.6

50.0士3.2

72.5土5.0
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controJ群 64.35土33.051)• 

AT出現時の LAと運動直後の LAとの差であ

るdLAmaxは.runner群 8.31土2.26mmol/l ， 

control群 10.73土1.86 mmolllの債を示l.run. 

第 l号第 l巻

AT以前の運動負荷時の V02-VC02とV向-VE 

の回帰直線を求めた.次1[，AT以後の運動時に

おいて，乙れらの回帰直線の外挿花より予測され

た値と実測値の差をそれぞれ ExcessVC02 

Excess VEとして求めた また.Excess VC02 

九州体育学研究40 

と

ner n平が低い傾向であったが，有意な差はなかっ
た.

AT出現時の LAとそれ以後の各運動負荷時の

LAとの差である dLAとそれK相応する Excess

VC02および ExcessVEとの関係について検討し

たものを図 lに示した d LAとExcessVC02と

の関係は，runner群 r=0.909(pく0.001)，

control静 r=O.685 ( P<O. 01 )の有意な相関関係

が認められた また，LA 1 mmol/l地加当りの

Excessすco，(Excess ¥10， -d LAの回帰直線の

傾きに相当)はI runner n平で69.69ml/mmol ， 
control苦手21.04ml/mmolの値を示し I control群

と比較してI funner群の方が LAの増加に対す

るExcess¥l'C02が高い値を示す乙とが認められた

(図 1-A ).一方，d LAとExcessVEもrun-

ner群I control群においてそれそ'れ r= 0.788 

(P<O.OI)， r=0.796 (P<O.OI)の有意な

相関係数が得られたが，その直線の傾きには顕著

な差はなかった(図 1-B ). 

とExcess 'Ihをexhaustionまで総計したものを

Excess CO，および ExcessRV (respiratory 

volume)として定義した

果

AT以前の運動負荷中の V02-VC02およひ(¥102

-v.の回帰直線の相関係数(r)は，0.932 ~O. 999 

の範囲内にあり，安定した直線関係が得られた

また， funner 群およびcontroI群とも漸地運動時

において AT出現以後 VC02とv.の非直線的地加
VC02および ExcessVEが確認

結

を示し.Excess 

Excess Vcozをexhaustionまで総計した Ex-

cess C02において，runner群の 2.04士0.591は，

control群の 0.95土0.251よりも有意に高い値を示

した(P<O. 05 l.一方， ExcessVEをexhaustion

まで総計した ExcessRV I[は，両群聞に有窓差

は認められなかった(runner Il'f 90. 13土33.041， 
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L1 LA during incremental exercise 
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形成された C02が含まれるζ とKなる18)，同・21)

乙ういった理由から，漸t首迎動時fCお貯る血中

LAの培加が，代謝性acidosis'C対する呼吸性補償

作用陀より ExcessVCOzを生じさせることを説明

できるであろう 本研究Kおいても被段者会貝比

例外なく ExcessVC02および ExcessVε 舟培2め

られた(図 1). AT出現時を1基準としてそれか

らの LAの楠加皮 (d LA )と ExcessVC02の関

係を検討したと乙ろ (図 l-A)，runrier群の方

がcontrol群よりも LA1 rnrnolllの増加応対する

Excess VC02が高い値を示す乙 とが認められた

(回帰直線の傾き) 乙のととは.runner群IC

お貯る霊炭酸系での緩衝作用が効率よく行われて

いる乙とを示唆している また.Excess C02 

(Excess ¥1C02の総計)が V02AT(r =0.801. 

p<o. 02 )および V02rnax ( r=O. 806. P<O. 02 ) 

と有意陀相関していた乙とは(図2) .持久性ト

レーニングが緩衝作用Kおける効率を改善する可

能性のある乙とを示しているとt監察される.しか

しながら，乙れまで持久性トレーニングによる緩

平木場，他 漸増運動時ICお貯る VC02およびVE白動揺と有酸紫的作業能力

察

巡動強度が AT以上になると(作業筋への酸素

供給が不足すると ).有酸素性代謝から無酸素性

代謝への移行にともない，筋内ICLAが形成され，

血液中ICLAが鉱散する その結果， 血中 LAの

蓄積とそれICともなう (Hつの熔加が生じるので，

代謝性 acidosisを引き起こす5)・12).16)，山 生理的

pHの範囲内Kおいて.LAはほとんど解離してい

るので.LAから産出された(Hつの約90%が重

炭酸系に依存して緩衝される，

(NatHcoj"+ H+lactate-→Na+lactate-+ H2COJ， 

H2C03→ C02 1 + H20) 18).191. 

したがって.AT以上の運動時Kおける VC02 U: 

は，代謝で産出された C02とLAの緩衝によって

Excess C02 (Excess VC02の総計 )とV02AT

および V02maxとの聞にそれぞれ r= 0.801 (P 

< O. 02 ). r = 0.806 ( P<O. 02 )の有意な相似l関

係が認められたが， Excess RV (Excess VEの総

計)と V02ATおよび V02maxとの間Kは有意な

相関関係は認められなかった(r=0.394.戸 0.169J. 

考
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彊i能力の崎大を立証した研究はなく，明確ではな
し、15)

前述したよう'C，AT以上の運動強度比なると，
代謝性acidosisU:対する呼吸性補償作用Kより過

剰換気が生じる (Excess'h) 12) 乙の過剰換気

は，末梢の化学受容傍 (peripheralchemorecep. 

tor ) ，主'C顎動脈体 (carotidbody)を介して生

じているとされている川・山，制 したがって，頚

動脈体は AT以上の運動時Kおける VEの調節氏

関与し，さら'C乙の化学受容器を介しての呼吸性
補償作用は，激運動時の酸一塩基平衡の急激な変

化(代謝性acidosis)における pHの調節花軍要

な役割を果たしている乙とが指摘される ]7)，1的

Excess VEとiJLAとのrB1'cはrunner群およ

びcontrol群とも有意な相関関係が認められた

また， LAlmmoll1の増加に対するExcessVe 

(図 1-8の回帰直線の傾き)，cおいては両群問

に顕著な差は認められなかった。乙の乙とは，LA 

の蓄積Kよる代詩l性acidosisIC対する末梢の化学

受容器の呼吸性補償作用の程度がrunner群と

control群においてほぼ同じレベ/レにあることを示

していると考えられるむ しかしながら，Excess 

RVとExcessCO，の比 (ExcessRV /Excess 

CO， )は，両群聞に有意な差は認められなかった

がt runner群(47. 9士18.6 )の方が controI群

( 77. 1土35.9)よりも低い値を示したーまた，

Excess RV /Excess CO，比と Vozmax (r= 

-0.668 )との間には，Yo， A T ( r= -0.446 )と

比較して，有意ではないが，比較的高い負の相関

関係が認められた したがって ExcessRV/ 

Excess CO，比を代知性acidosis応対する呼吸性

補償作用における換気効率の指僚として解釈する

と，乙れらの結果は，有酸素的作業能力の向上は

ともない代謝性acidosisU:対する呼吸性補償作用

の換気効率が改善される可能性のある乙とを示唆

している，すなわち，呼吸連動自体は短時間の運

動performanceにとっては制限因子とはならない

が，運動が長時間持続するような場合には，過剰

換気が生体応対する負担度を増加させ，持久性

performance lr影響をおよぽす乙とが推察される

6).8).聞したがって，LAの蓄積をともなう激しい

持久性運動においては，代謝性acidosis応対する

呼吸性補償作用の換気効率がそのperformanceの

向上にとって霊要な因子となることが示唆される.

要 約

本研究は，長距離走者4名(runner群)および

一般学生4名(control群)を対象陀，トレyドミ

/レ'cよる漸培運動時の VC02およびVEの動態(代

謝性acidosistr対する呼吸性補償作用の結果生じ

るExcessVC02とExcess'h)と有酸素的作業

能力との関連性について検討した.

結果は以下のように要約できる.

1) Excess YCo，は，AT以上の運動時におい

て測定された VC02とAT以下の ¥102- ¥'C02関

係の回帰直線の外符Kよって予測された VC02と

の差により算出した.Excess Veも伺織の方法に

より求めた.また.Excess VC02およびExcess

VEをexhaustionまで加算した値をそれぞれ

Excess C02. Excess RV (respiratatory volu-

me)として定義した

2) Excess VC02とiJLA(AT出現時の値を

器準としてそれからの LAの増加)との間には

runner群およびcontrol苦手においてそれぞれ有意

な相関関係が認められた(r=O. 909， P<O. 001， 

r=O. 685， P<O. 01)また ExcessVC02とiJLA

の回帰直線の傾き (LA1 mmolllの地加に対する

Excess ¥'C02 )は.runner 群 (69.7ml/mmol) 

の方がcontrol群 (21.Oml/mmol )よりも高い値

を示した

3) Excess YEとiJLAとの聞に両群とも有意

な相関関係が認められた(runner群;r=O. 788， 

P<O. 01， control 群 ;r=O. 796， P<O. 01 ) しか

しながら， Excess VEとiJLAの回帰直線の傾き

には runner群と control群の間には顕著な差は

認められなかった

41 Excess CO， ( Excess Yco，の総計)は，

Vo，ATおよびV02maxとそれぞれ有意に相関し

た(r=O. 801， P<0.002， r=O. 806， P<O， 02) 

一方.Excess RV (Excess 'hの総計)とV"，AT 
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(r=O. 394， NS)および Vo，max (r=O. 169 ， 
NS)の!日，，[は有意与栂側関係が認められなかった

5) 以上の結果から，代謝性 acidosis応対する

呼吸性補償作用はより生じた ExcessC02は，身

体の緩衝能力の一部分を反映し，そして，それは，

持久性運動 perforrnanceにとって重要な因子とな

る可能性のある乙とが示唆された

稿を終わるにあたり，本実験促協力してくれた

鹿児島大学教育学部体育専攻科の右図孝宏、氏([心

から感謝いたします
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事務局 ニz ス

九州体育学会

1 昭和61年g月から事務局が下肥へ移転

〔事務局〕 福岡市城南区七隈8・19-1福岡大学体育学部

TEL 092 (871) 6631 内線 (2265)・(2266)

〔役員〕 理 m 長 進藤宗洋
会計担当理事 北原滋夫 (閏中守)

庶務担当理事 田口正公 (青柳領)

研究担当理事 山本勝昭 (問中宏暁，山下手口彦)

)は補佐役

<郵便媛替> 福岡8-38111 

<FAX> 092 (862) 4431 

2 九州体育学会昭和61年度総会報告

九州体育学会第35回大会

日時。昭和61年9月7日 11:00 ~ 12:00 

場所八幡大学41務教室

九州体育学会事務局進藤宗洋

。挨拶 学会会長。挨拶
<報告事項>

第34回大会会長

井上正喜

堀井岸雄

(1) 昭和60年度事業報告

北村虎雄理事長から窃業報告がなされ，承認された

(2) 昭和60年度決算 ・監査報告

北村虎経理事長から決算報告が与され，また，都原監!J!から監査報告があり，承認された.

(資料 1) 

(31 役貝変更について

45 

①昭和61年度役員名簿の変更Kついて報告があり，九州体育学会地獄別理事として，金森勝也(福

岡大). t由田卓二(久留米大).磯谷誠一(佐賀大).そして専門分科会代表として花野艶子(福

岡大).日本体育学会評議員代表として照屋常吉(熊本工大)の各氏が新しく選出された.

②九州支部選出日本体育学会役員の理事の選出については，現在改選作業が遅れており，未だ学会

本部から連絡が与い旨報告された 決定後は術充者のうち 4名が評議員となる予定である

(，1)事務局引き継ぎについて

新しく福岡大学が司I務局を引き継ぐ旨報告があった

(51 その他

5月31日日本体育学会理事会について，出席された松本軍事吉氏にかわって北村虎雄理事から報告が

あった。
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① 日本体育学会第38回大会が昭和62年 9 月 11 日 ~ 1 3日にかけて立命館大学(京都府)で防1儲される

予定である

@ 会資納入について 「銀行振替を利用する Jr支部会資もー箔して本部で徴収する」等，納入方法が

変わる旨報告があった

③ 大学の保健体育の授業について臨教審その他の組織で協織が進んでいるが，必修にするか選択に

するかは各大学の自主性にまかせるという方向で進んでいる旨報告があった

く協議事項>

(1) 役貝改選について

九州体育学会の新役員が次のように選出され承認された

会長 侃山彦三郎

自IJ会長 松本待吉，北村虎雄

顧問l 升上正 喜 ，土屋正幸

(2) 昭和61年度事業計画Kついて

北村虎縦l!I!!j1長から， 11日和61年度も例年通りの活動を遂行する予定であるとの報告がされ，承認さ

れた

(3) 九州体育学会40周年記念事業区ついて

「九州体育学会40年のあゆみ(仮称)Jについて編集予定がある旨報告があり，承認された

(4) 第36回大会当審大学及び開催期日比ついて

第36回大会は大分大学KおいてII月7日(土)， 8日(日)!ζ開催されることKなり，翌年の第37回

大会は佐賀大学において規約通りの期日で開悩する旨添認された.

(5) 昭和61年度予算案について

北村虎雄理事長から予算案及び収支中間報告がなされ協磁の結果承認された，また， n日和62年度から

会費を値上げし， 3，000円とする乙とが承認された 資料2

。挨拶大会~日長上回征 ー
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〈資料1) 

安*昭和60年度決算報告**

1.一般会計

自:昭和60年4月1日

至:昭和61年3月31日

項 目 予算額 決算額 備 考

収入
年 度 ぷz』z 費 760.000円 1.042.800円ド器i((((( 7 7 ， 5 0 0 円円円円円) 繰 越 金 993.938 993.938 

595，300 
312，印ofq) 

の部 預 金 利 子 24，264 24.264 45，000 

計 1. 778，202 2. 61.002 
12，500fq) 

大会補助金 350.000 350.000 日第34回大会 (宮崎大学)

支 抄録印刷費 240.000 240.000 第35回大会 (八幡大学)

通 信 費 150.000 124.040 抄録発送費 ( 86.600円)

出 旅 費 60.000 20.300 大会打合せ (宮崎一北九州)

メ~ 議 費 50.000 49.670 

の 分科会補助 100.000 100.000 @2万円x5分科会

事 務 費 60.000 28.880 
部 予 備 費 768.202 522.800 イl年内5記0念万円事業を特基別金会計(九州体育学会40周 I

計 1. 778，202 1.435.690 

総収入額 2.061.002円 適法にして適正である乙とを認めます.

ー)総支出額 1. 435. 690円 昭和61年8月9日 監事都原宗博

繰 越 額 625.312円 塚本 守

サ

金

目
一
ツ
E

一
セ
買

f
-
一
ロ
更

-

吉

田

-

一

J
r
t
4
E

会
一
一
i

郵

圃

-

-

川

内

-

一

ド

r
z
j

i
一
項
二
現

象
・
・
一
ワ
定

・
1

n
L
-

備 考

1 台I(NEC/NWP-5N文豪)日本体育学会第35回大会当番校
500.000円I1年・利率5・5% 鹿児島大学)より寄贈

〈資料2)

**昭和61年度 予算案:収支中間報告**

自:昭和61年4月1日

至:昭和61年7月31日

項 目 予算額 決算額 備 考

入収
年 度 izh = 費 810.000円 404.000丹

過本全部年年議度度助分分2 (((( 72 ， 田O 円円円円} ) ) ) 繰 越 金 625，312 625.312 300.000 
23.000 

の 預 金 利 子 16.250 16.250 8 500 
部

計 1.451. 562 1.045.562 年度会費は4月1日の会員数75%額
大会補助金 200.000 。第36回大会(大分地区)
支
抄録印刷費 240.000 。
体育学研究印刷費 200.000 。
出
通 信 費 150.000 20.250 

旅 費 100.000 。~事大務会局・分引科継会ぎ打処理合せ(宿(交泊通費費)宿泊費)
会議費 60.000 21.500 
の
分科会補助 100.000 100.000 本年度分

部
事 務 費 70.000 3.280 

予 備 費 331. 562 。
計 1.451. 562 145.030 
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3. 昭和 61年度九州体育学会事務局活動報告

昭和61年 9月 5日 事務局引継宮崎大学から福岡大学へ

6，7日

9日

30日

10月

7日

12月 12日

22日

昭和62年 l月26日

30日

3月 5日

16日

3月末

4.昭和 62年度予算(東)

収入

年 度 ~ 費

繰 越 金

預 金 前l 子

言十

支出

大会補助金

抄録印刷費

体育学研究印刷費

通 {言 費

旅 質

~ 議 ~ 

分科会補助~

事 務 2空

予 {輔 2空

言十

特別会計

定期郵便貯金

第35回九州体育学会於八幡大学

第 l回常任理事会

第2回常任理事会

・会員住所録パソコン入力

.各役貝への委嘱状発送

・各支部への事務局移転通知発送

第3回常任理事会

第36回九州体育学会当者校(大分大学)との打合せ

於大分大学

大分大学へ会貝住所録2部発送

第4回常任理事会

第5回常任理m会
第6回常任理事会

第7回常任理事会

事務局ニュース

九州体育学研究第 l巻第 l号(創刊号)ー1
|発送

第35回九州体育学抄録第6巻 l号 | 

予 :11 !m 考

1.010，250円 449名x3，000円x75% 

220，000 

5，500 

1. 235，750 

200，000 佐賀大学 (第37回大会)

240，000 

200，000 

150，000 

60，000 大会打合せ

50，000 

100，000 

70，000 

165，750 →40周本年学事会旅業 60，000 
→日 貨補助 100，000

1，235，750 

500，000 
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5 九州体育学研究編集委員会報告

昭和61年度の編集委員会の活動状況及び決定事項

(1)編集委員会の榊成と業務

49 

編集委員会は，各分科会代表 l名(計5名 )，理事長及び研究理事の計7名とし，幹事2名を位く

乙ととした この件については次回総会で追認していただく乙とにした

ω) 編集委員会の開催と主たる議題

本年度は，年度末の「九州体育学研究 」発行に向って，次の通り計7回の編集委員会が開催された

期日 | 主たる議題

第 l回 |附 61年同29日 |編集委員会のt帆委貝長の決定

第2回 12月3日

第3回 12月22臼

第4回 昭和62年 l月21日

第5図 2月28日

第6回 3月15日

第 7回 3月28日

(3) 主たる協議内容と決定事項

編集委貝会の業務，学術雑誌の内容

「九州体育学研究 」と「九州体育学会抄録 」の関係，編集日程

と予算，編集規定と投稿規定

投稿状況の報告，論文笠宮走担当者の決定，論文査説依頼の観点

と手続作成 r九州体育学研究 」の内容，名称，デザイン決定

論文審査編集作業

編集作業

編集作業

編集作業

・編集委貝会の任期は原則として2年とする.

編集規定と投稿規定は 「体育学研究」に準ずる

・論文の採否の決定は，各部門別![!並薦された2名の査読者の査院結果に基づき，編集委貝会が行う

・学術雑誌名は 「九州体育学研究 J，英文名“ KyushuJournal of Physical Education and Sports 

(Kyushu J Phys. Educ. Storts)"とする.

・「九州体育学会抄録 」集と合併号にするか別冊にするかが議論され，今年度はとりあえず別冊にす

る.そして r九州体育学研究Jの発行K伴い，抄録集の形式も改めるべきとの意見もあり，乙の
件については，次回の総会』ζ提議する

・表紙の一部K千綿俊滋 (福岡工業大学 )のデザインを使用する

(4) その他

文献の啓き方が「体育学研究 J![準じていないために，編集作業![予定以上の時間を要したが，本

年度は時間と経費の限界で，完全な校正が出来ず，一部不統ーになった 以後は「文献の智き方」を

周知徹底していただきたい

6 創立 40周年事業「九州体育学会のあゆみJについて
(1)編集委員

生田消衛門，岡部弘道，梶山彦三郎，近藤衛，佐久本捻

事務局 進藤宗洋， 山本勝昭，田中宏暁，山下和彦

が決まり 4月tζ発足の予定

(2) 事務局からのお願い

第4回大会(f梶本大学)から発表抄録集が発行された 第35回大会までの抄録集は事務局に保管さ
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れているが，それ以前(第13回以前)のilii題プログラムなとの資料をお持ちの会員がおられましたら

そのコピーを事務局にお送り下さい

第36回大会(大分大学〉ニュース

一一九州体育学会第36回大会のご案内一一

早春の候，学会会員の皆様にはど他勝の乙ととお腹ぴ申しあげます

さて，本年の九州体育学会は下記の通り開催する予定であります。日本体育学会 (9 月 11 ~ 1 3 日 ， 立

命館大学)との関連で例年よりも遅い民H置となりますが会員の皆様方多数のど参加をお待ちします.
iio 

第 l号第 l巻九州体育学研究50 

7 

08:00 09:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 11:00 18:00' 

第 受 役 昼 理

科門分d専~ 云日 貝 事

l'l 7 付 ~ 食 dZbスh 

第 受 研 総 昼 研 f:fJ 
究 究臼

l 〆ya
発 発

付 表 ~ミ 食 表 ~ 

期日昭和62年11月7日(土)， 8日(日)

会場 大分市旦野原100大分大学一般教育棟

日程

-特別耕演，レクリエーシヨンはいたしません

・発表1員削数により予定時間j(cは若干の変動があります

九州体育学会第36回大会笑行委員会

委員長藤瀬 孝

(自衛隊幹部候補生学校)

(東筑紫短大 )

(鹿屋体育大 )

(筑波大学大学院)

(近畿大学女子短大)

( :長崎県立女子短大)

(高山町社会教育課)

8 専門分科会ニュース

第36回大会での専門分科会シンポジウム ・テー7が次の通り決定しており ます

第 l分科会一一ー「遊び J!cついて 一一ー

第2分科会 「現代の社会とスポーツ」 一一

第3分科会 一一 rAnaerobic lhreshold (AT)の体育，ユポーツへの活用」一一

第4分科会一一「体育，Aポーッ指導!cおける評価 n(技能の評価を中心!c) J一一

第5分科会一一「学校保健の現状と問題点 J

B 新入会員紹介(S61年10月-62年3月)

石剣 勝(福岡教育大 )

野隆史 (純華女子短期大)

坪 寿(久留米工専)

川保敬 (熊本大学教育学部 )

崎坐子 (福岡女学院短大)

原一貫 (尚絹短大)

弘文 (日本文理大 )

俊子 (東筑紫短大)

裕
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幹

秀
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柿

郡

榊



内田晴能 (上越教育大大学院)

稲岡純枝(中村学園大)

10.各支部学会の活動

(1) 日本体育学会山陰支部

山陰体育学研究第2号 1986.9 

総説

学会通信

村山輝志 (鹿屋体育大)

畠田和彦 (行橋市立今元小)

入江克己(鳥取大学教育学部):教科教育学の学問的位置と性格について

一体育科教育学の建設に向けてー

原著

51 

松本典子(鳥取女子短期大学):体操におけるグループリズムとその発生要因について...・H ・'''12

池本幸雄(倉吉市立河北小学校):児童の平衡能の発達に関する研究

一一輪車乗りの上達過程を通してー …...・H ・....・H ・.....・H ・-…H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・"19

佐分利育代(鳥取大学教育学部):ダンスの即興表現の発達について

一聴覚障害児を対象として一 ..............................................................................29

(2) 日本体育学会長野支部

長野体育学研究第2号 1986.9 

<原著>

飯島俊明:一流競技者のスポーツへの社会化にみられる社会化エイジェントの役割 ...・H ・..…… l

吉沢文雄:コミュニティ・スポーツ論 ...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・...・H ・H ・H ・."・H ・....・H ・....・H ・..7

一一指導者と指導体制について一一

樫村修正:トレーニング方法の違いが局所耐寒性に与える影響 ...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..…13

岸 佐年，加藤俊也，堀内富雄:アルペンスキー競技における計測と記録処理・管理システム

の開発 …………....・H ・......・H ・...・H ・.....・H ・..，・H ・-…...・H ・...・H ・.21

<シンポジウム>

高齢化社会とスポーツ …...・H ・..……..............................................................................29

藤沢謙一郎，北沢豊治，松田克治

糟谷英勝，石井 誠，吉沢文雄

(3) 北陸体育学会

北陸体育学会紀要第23号 1986.10 

山地啓司(富山大学)，小野寺孝一(富山歯科薬科大学)，北村潔和(富山大学): 

心理的ストレスの心拍数への影響

北野与一(北陸大学):日本における心身障害者体育の史的研究(第13報)

一矯正(医療)体操の発展過程についてー

石田保之:静止倒立における石田方式の指導段階のパリエーション段階に関する研究

橋爪和夫(福井工業高等専門学校)，山地啓司(富山大学):心拍数からみた水泳中の運動強度

松沢甚三郎(福井医科大学)，出村慎一(金沢大学)，山下秋ニ(大阪大学)，戎 利光(福井大

学)，多国信彦(福井県立短期大学):福井県の社年の体格・体力について

一昭和58・60年度と47年の比較-

平井敦夫(金沢女子短期大学)，平田耕造(金沢大学医学部)，平下政美(金沢経済大学)，高畑

俊成(金沢工業大学)，宮元 智(金沢医療管理専門学校):性周期に伴う上肢作業時の呼吸・循
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理系応答

松チl紳-nJl(富山工業高等専門学校)，石繰光祐 (富山商船高等専門学校) 柔道の普及と対策に

l則する研究(1)

一 少年柔道教室Kおける親子の窓職 ー

中沢公孝(金沢大学大学院教育学研究科)，山本博男 (金沢大学教育学部) スローイングの機械

的効率

毛利良嗣(金沢大学大学院教育学研究科)，山本間男 (金沢大学教育学部) ジュニア女性漕手の

ローイングエ/レゴメーターにおける作業特性

問中禿ー(福引大学教育学部)，小林啓子 (大野市立開成中学校) 走行Kおける歩数変化について

11 .学会への新入会申し込み方法

A : 1L州体育学会へ入会する場合

l 九州体育学会入会申込魯

2. 4.000円(入会金1.000円年会費3.000fIl) 

3 現金書留にて九州体育学会事務局へ郵送

B 九州体育学会及び日本体育学会の両方へ入会する場合

l 九州体育学会入会申込書 ・日本体育学会申込書

2. 10.000門(九州=入会金1.000円年会費3.000円と日本=入会金1.000円年会費5.000fIJ)

3 現金自留にて九州体育学会!j!務局へ郵送

C 九州体育学会会員で日本体育学会へ入会する場合

l 日本体育学会申込書

2. 6.000円(入会金1.000円 年会費5.000円)

3 現金w留にて九州体育学会事務局へ郵送
注) ・各申込書とも九州体育学会事務局にあります と務求ください

・日本体育学会事務局へ直接郵送しても受けつけてもらえません(支部事務局の添認が必袈

です)

12 九州体育学会，年度会費納入についてのお願い

九州体育学会の年度会授を，昭和62年度より3.000円K値上げする乙とが，昨年の九州体育学会第35

回大会(於 八縮大学)総会Kて象認されました つきましては p 同封の郵便振替払込書K必要事項

を明記のJニ 5月末までK納入下さいますようお願い申し上げます。

13 九州体育学研究第2巻の原稿F切

昭和62年B月末日とする

原著愉文は随時受付けるのでご投稿下さい
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福岡支后・福岡市中央区天神2丁目8番38号協和ビル 干810
電話(092)771-3568 FAX (092) 715-0862 
健Mfi本章部 !L・u山仙台;，:山 l山 f， t縫五山崎{関東1i~li .JJOiCi::lfi 
横浜I山名占b1.l'山J<匝>.:J.li.ll.i陣;1Ji.18.J晶玉営君所ー三多摩省主所
神戸常章所・広品骨E所・怯戸工抽・昨属工場
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L っと速く、もっと ~':j<、 むっと鋭〈。頂点を極めてもなお、よりJ.'.J.j二のLのに挑戦

する。 それがスポーツの魅JJ であり限鯛昧であり、だからこ そ多くの鋭;~とを魅了する

偉大な力を発仰する。その似l氏に流れる体かな愛とほ，しさがあればこそ、 lヨ!tllら言葉

ら越えてすべての人の感動を"舟うのだ。フレーする.rI'h観J1.tb、それそ

Z求1<とめ、悩熱を耳l正iリ立てられている一一一コ。 セ/一はそんなスポ一 yを愛し、ともにチャ
レンジする約事!'をLって.ノト11i，たゆまぬううJJをあLけます。'，:j:;にぷ米を比つめる"信
頼のブランド'に W:Wのii'.Ilを集めるセ/ーです。



技術が夢を追うかぎり
可能性は限りない。

低価格，ハイパフォーマンスを実現/

-世界第一位のミニコンピュータメーカ 、DEC社の1ーパ ミニコ ンVAXシリーズ、
最高速画像処理装也、耳L芝製TOSPlX-U

・用途 人工知能、データベース、画像処理、統計処理、各種シュミレーション(運動のフォームなど)

九州電子機器サービス株式会社
システム営業本部/〒812福岡市博多区博多駅前2丁目19番27号(九勧リクルート博多ビJレ)

TEL (092)48Hl055附
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111).ウィークヱンド1;'，I揮を縄懸を蓋断し.心と身怖をリ

フレッシコするためにペダルを路む.一週間分の汗をた

っぷりとJ.tしたら、;;;いざらしのス=ーカーとジーンズ

で身をつつみ、いつものレストランでベジタリアンをき

めこむ.

舎、郎会で俗、ウエイトが11'"をきったアルミハイブリ
yドフレームのレイタックで、フィットネスをするのが

流行のようだ.

a'U'lt イ1'"'7<(;11 ...司・・・・ ・4・‘・..・..
RD-490A 700c lSOcm以上 .59.800 
RD-530A 700c lS5cm以上 ￥59.800 
RD-570A 7百oc 曲 cm以上 .59.800 
・:;n...-w)"-u.B..:;u..~フフル-&!I"'I(- . F町山畑町.

レイ'$''Yク
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キネシオロジーには
COLOR 

High SReed Video 
いままでのビデオでは撮れなかった高速現象が
rHW4CD-lで撮れるようになりました。

いままでのビデオとはここが遠います

• 1秒間に400枚の記録ができます。

(時間の分解能力が7倍ですので、

動きを詳細に記録できます。)

・露出時間が最高1150.000秒です。

(ストロポおよびシャツ空ー使用)

(絵ブレがおきません。)

いままでのフィルムカメラとは

ここが遣います一一

-いつ起こるか判らない高速現象が容易に

記録できます。

・長時間の記録ができます-48分連続

(160分テープ.V H S)。

・不規則に起こる高速現象が容易に

記録できます。 HSい4αコ
・連続して起こる高速現象を記録できま丸

回 nacinc. 窓ナック
IMAGE TECHNOLOGV & EQUIPMENTS 

本社/106 東京田理E西麻布1-2-1: 03・404・2321
警世手!!!/222:機浜市地北区大旦戸町13-¥: 045・546-2711
工 樋 /223 積損市槽北区韓国町1247: 045・591・3711
大 匝/530 大臣市北区西究摘。1-12 06-361・5466
名古車/"60・名古屋市中区帥 1-13-19 : 052・231・2393
置 権 /305 ま縫爆続治."寄付表久保3-9-1 : 0298-51-1318 

詳細は下記にお問い合せ下さい。

株式会社大熊商会
本 社 〒813掴岡市東E多の淘1丁目1醤5号{遭遇センター1 IU (1田21622-3倍。

久留米営業所 〒830久留米市合 川町 2141- 1 1El(回42134-6448

畠崎営業所 〒852畏崎市平野町12-1 1井手ピル5階 lEt (凹盟144-2945

北九州世襲所 〒804北九州市戸畑区新池2丁目 置紐ピル mω931871-0725 

大分宮11所 〒870大分市西生石町中3組連辺ピル2賠 IEt(0975138-I 439 

宮崎宮集所 〒田0宮崎市清水 1丁目 11 - 2 0 IEt (0985127-32日

鹿児島営業所 干8田鹿児島市上軍田町 25-23 IU(田沼2153凹n
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l スカイ'J1-fJiX
SKYROA[)..μλ 

8KR.3062ネワイトブルーに，、ールレッドRBライy

サイス 22.5-28.0探準備絡￥9，500

圃圃圃圃E1正7書 誌圃圃圃圃園

| ヌカイρ-fAr I 
SKYROAD-RT 

1枚の布をはさみ込んだマジカルクロス梅遣で、
かかとの安定性が78.4%も向上。
〈ラノ，、ード〉白テーマは、安全性を確保しなが勺可能な限り軽いンユースをつくる二と。スカイロードμX白

マジカルクロス構造は、そのひとつの筈で主1牧町布告はさむことにより、ミγドソルの面穆弧岨力制丘下

§せずにかかとの安定性を78.4%も向上。1枚目布で実現した安定性だか勺、軽さを鍋うニともあリませんa

・78.4%U、マンカルクロス欄遣をJtmLた喝含とLr.U)'-?た喝舎について'"かとの暢フレ金調:l:.その安定住+2値化LI;データによるbのです.

ilunal~D 
for Tt官Sporls-mindedCos庁悶politan

8KR-3224ターコtニ，、-"ホワイJRBライン
|rァスυ=~君。 fランl'lß一向シューズ~スジ斗ととも1ご寄奮す否。 E

8KR-3262レットに，、 ルホワイトRBライム〆 ミズJ制品につLてのお問‘合的ゼー綱1::(:-'!;;(/お司ItU!II!A帽G<也Mタ吟 MC割C，州 ZUNOUSER SERVICE INFORMATIQN CENTER 

ザイス 22.5-2日練準僑絡￥8，300 〒山間断ftl!3l!:..a'J川町3TI!21IEl間 )233-1110 〒回 大阪市福島田 .tPI3TH6&29号也剛申制
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."じめに、現設の・大健闘鶏パワ-.，測定L

週手伝合ったハイパワートレー=ング.ミドル

，、ワートレーヱyグ司室.負荷値〈もっとも抽象的

傘砂レーヱング温度)を演算要受示し~...次か勺"

せ田トレーニyグ値..入力Lて会カベダリyグ@

実持するだけ.内蔵コンピュータ."、ワーヨE闘に

..づいたプログラム..g動眠定し、合国的なイr
ターバルトレーヱングによ勺てハワー金制強しま'ー
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-体力テスト y ステムじよって、ひとリひとり由

体カに応じたトレーニング強度が週定されZ止す.

トレニング陰、正砲な脈拍監理による遭Z脈拍

匝囲〈ターゲァトゾーン〉向で業組されるため.

g健全で‘しかむ曲集がよがり~もまた.体力目

澗定・肝価からトレー.::.-グ町処方曲集の帽阻

までがコyピa タ・~"トロールのもとにyステム

化され体力的抱穆怨どが系既的に抱置で'$r*'f'o

、ミヶコ
司画面
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ヘルスガー ドは、本器を自転車工ルゴ

メータに接続することにより“健康度

測定 CV02max/wt)"・“トレーニング"

の負荷を自動制御する装置です。 • • ••••••••••••• 
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-• 操作Lやすいパヰル面
①対話形式(液品パネル使用)にて簡単操作。

②本体にプリンターを内蔵し結果のプリン |アウト

が可能.
③コンビュータによる解析が可能。ただし‘RS232C

インターフェース(オプシ ョン)が必~o

④運動中、 RPE(主観的運動強度)スイ yチにより

担荷強度を変更するこ とが可能。

モー ド切換により 独自のプログラム設定

・健康度測定 (V02max/wt) 
・トレーニング
①プログラムトレーニ 〆グ

②脈拍 トレーニング
③パタ ーントレーニ ング

心拍検出は、イヤーセンサーまたは胸部検出に

より正確な測定が可能。

fJ 
‘イヤーセンサー

/ 

:qび
「

モナクエJレコメ タ7KP 

ヨナスボディ ーガードヱJレゴメ タ990

適用対象年齢 5鼠以上

脈拍測定 イヤーセンサーおよび胸部植出

設定時間 l介 -40骨

負荷股定範囲 0.lkp-7kp(0.lkp単位)

電源 A C IOOV 50/60Hz 

寸法約250(W)x 75(0) x 2BO(H)~ 

置量約2.4kg

適用エJレゴメ タ

ード)

広島 倉 082(24ω 88 5 I香
九州 !:f091(411) r 4 3 0司s
a 児 島 ~ 0992(51) 990 O.&-
餅泊エ刻.!:f 02羽(3・}‘131-4番

冒罷竹井被器ヱ業様式曾社





ビデオのAからZまで
あらゆる情報を正確にお伝えします

動作解析システム・ハイスピードビデオ

映像関連機器

何Uぉ1110
三 友株式会祉

九州出張所 福岡市中央区天神4-4-1天神4丁目ピル2F 〒810TEL.092(741)3566 

(ソニー放送機器 ・特機機器特約庄)

4画像独立記憶
サーそトνーサ6T66はマイクロプロセッサと大

存 l，tLSIメモリのl:f;川により、 H背後の生体
1;(凶経過をお也して4同植の1，;JIIHi示を可
能にしたほか、i!lqf量街肢を変..-(，こ{血の拡大

ができる光子二系ズーム般向凶茨備したlistも新

l..l叶、外線診断装目て寸.

書種オプションによるシステム展開が可能。

.離れた場所からも検出却をコントロールでき

るリそコン機構

eA統20EIWJの品時川JモニタリングPを可能
にした液体主紫自動供給装出

.ホストコンピュータゃ，1(:/コンとの披続を存

ι;にするインターフェイス(GP-IBJ

帯外線惨断装置

サーモトレーサ
6T66 

明日の鍵~，極微金守る

画自
日京電気三栄

*，il<lll rli中央"大名!-14-4SC鴻池ピル}〒810
宮0帥92烈17η1日5日)8創10例刊



体温&GSRバイオフィード、パック装置 TP-4 

特長 1 .温度 .GSRによるトレーニングが切換え出来ます。

2 温度 ・GSRが2CH平行して測定記録できます。

3 視覚フィードパック用としてパネルメーターを聴覚フィードパ yク用と

して 2つのモー ド (アナログ・パルストーン)を装備

4 デジタル/アナログ解析装置・ベンレコーダに接続可能

健康度診断検査 用紙 1部 100円合実物見本贈呈
ζ逆給下さい。

代表作成者 松本君事吉 (九州大学健康科学センター)

1040 PH4JlωL 株式会社トーヨーフィジカル〒810福岡市中央区天神3-3-8応順ピル
電話092-741-5715(代表) FAX092-741-5743 

SPORT TESTER TRAINING SYSTEM 

科学的なトレーニングを行なう上で、最も重要で基本的なことは、

正確で信頼性の高い計測を行な うこ とです。

スポーツテスタートレーニングシステムは、完皇まなデータ収集を行なう

ポータプノレなトレーニングシステムです。

ハートレートモニターは 5、 15、 60秒毎 K心
拍数をメモリ ー し、それぞれ 1時間 20分、4時
間、 1 6時間のメモリ一容量を備えています。

Canon 
総輸入販売元;

キャノン販売株式会社・健康機器推進室
・健康俊昔お在進室 108s!J京都港区三田3-11-28宮 03臼55)9525

製造元 :

POLAR ELECTRO KY 



， '運動中の心電図をキャッチする
水中テレメトリーシステム
iili釧11心'lt1:1:メlのみならず、フーノレ ・1LL;itなど、

ノドυj，'l'や水'1'にいる被』賞者の心'01;:1ヌlをlrL似しま

す。 J止~JJi)民!iEやノ'l'i品、 FE :ì J などの以上克変化の;μ

糾を、1立{賞者を拘束せずに心'，I!:Iヌ|や心11'1数から

知ることができ、 J出到'J'tfil! 、 jlli~}J処方主どに大

〒'" 福岡市1・多区得多駅前J7 15 

宮092(411)2163



表紙デザインのタイトル

「九州|は一つ」

千綿俊機

( 1富岡工業大学)
このデザインは，九州地区大学体育連合第12研

修会報告出「九州の大学体育 ・ユポーツ」の表紙

デザインとして図案したものである.

大学体育は今，数々の難題をかかえ，大き与曲

り角，[立っている 今乙そ，九州各県の研究者が

一致団結して，乙の局面を乗り越え，未来へ大き

く発展する乙とを願い描いた

各県を重ね合わせたのは，九州は一つKなり，

力を結集して“団結 'する乙とを意味し，立体的

にしたのは，未来への“発展"を意味している

著者プロフィール

大洞i陵陽

(福岡女子短期大学)

本研究は，ある日の授業後，ひとりの学生が汗

のにじむ前髪K息をフーッと吹き上け'ながら “楽

しかった "と小さな戸を漏らしたのを耳にしたこ

とに端を発している 向が楽しかったのか，どの

くらい楽しかったのか，他の学生はどうであった

のか 今まで話題Kしながらも，何となく通り過

ごしてきた素朴な疑問であった

協同研究者である山本教授が，気分について研

究を始められていた

乙の一連の研究は私のなかて不透明であった楽し

さというものへの穂過剤となった つまり，楽し

さ=快的な気分=没頭している状態という等式ら

しきものが頭のなかに浮かんだ.

乙の研究は現在もまだ進行形の状態であり ，気

分K及ぼす身体活動の諸条件について今後も追求

してみたい

吉 川和 利

(九州大学他政科学センター)

私自身の主たる関心は統計学がもたらす情報

量にある.体力科学には本報と同様RTBW予

測を寄稿し，乙れらはいずれも小宮助教授との

共同研究である 「年齢予測 」などを中心K自

由度とパラメ ター数の問題をしばらくは検討

しようと考えている

岩崎 他 ー

(熊本大学教養部)

自体協のプロジェクトで徳永先生を中心に研究

を進めてきたが，今回はその延長線上にあるもの

である 当初は九大にしかρイオフィートパック

の綴器がなく ，福岡と熊本を往復しながら実験し

た 今後はもっとスポーッ種目を増やしてやって

行きたい

平木場浩二

(鹿児島経済大学)

運動時における呼吸調節機序に焦点をあてて，

研究を進めてきたが，呼吸調節に関与する因子は

複雑であり，またその因果関係も不明確な点が多

いために，なかなか思うような成果があがらず，

今後も 2 呼吸調節機序を主要テー7にして，代詩j

と緩衝能を関連させて身体作業能力の評価につい

て検討していきたいと考えております.



編集後記

第35回大会(八幡大学)において r九州体育学研究」の創刊が決定された.
宮崎大学から福岡大学へ事務局引き継ぎが終了した時点で，事務局は，創刊号

発刊へ向けて作業を開始した.専門分科会世話人の迅速な対応とど協力のもと

に，編集委員が選出され，昨年の11月から委員会が機能しはじめた.

その後，数固にわたる活発な討議が行われ，複数審査員の原著論文に対する

貴重で客観的なコメントなど，すべて創刊に向けての大きなエネルギーであっ

た.ふり返れば r案ずるより産むが易し Jである.当初心配していた乙とな
ど杷憂となった.乙れもすべからく，関係者のご協力と熱意が斬新な学術誌の

創刊に結実されたと思うからである.あらためて，乙の編集に関与された関係

各位に心から感謝を申しあげる次第である.

また，発刊まで短期間であったので内容の不備な点はど了承いただきたい.

今後乙の学術誌が益々発展する乙とを祈念したい.

(山本)

編集委員会

秋音嘉範 太田裕造 進藤宗洋(理事長)

山本勝昭

徳永幹雄(委員長)

田中宏暁(幹事)藤島和孝 薮内ふじ江

山下和彦(幹事)
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K. F UJISHIMA 
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